
神
獣
鏡
の
作
鏡
系
譜
と
そ
の
盛
衰
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上

野

祥

史

【
要
旨
】
神
獣
鏡
は
二
三
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
数
多
く
の
紀
年
鏡
が
存
在
し
、
鏡
研
究
・
古
墳
研
究
に
お
い
て
編
年

の
定
点
と
な
り
、
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
神
獣
鏡
を
含
め
て
鏡
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
編
年
の
確
立
を
屠
的
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
中
国
考

古
学
の
立
場
で
系
譜
を
検
討
し
た
例
は
少
な
い
。
編
年
を
目
的
と
し
た
研
究
で
は
、
型
式
か
ら
様
式
を
抽
出
す
る
に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
の
型
式
概
念
を

系
譜
の
検
討
に
持
ち
込
め
ば
、
よ
り
具
体
的
に
神
獣
鏡
の
製
作
動
向
が
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
環
状
乳
・
対
置
式
・
同
向
式
・
重
列
の
神

獣
鏡
を
対
象
と
し
て
、
単
位
文
様
の
相
関
に
従
っ
た
型
式
分
類
を
お
こ
な
い
、
共
通
す
る
単
位
文
様
に
よ
っ
て
型
式
を
群
に
ま
と
め
、
こ
の
群
ご
と
に
作

鏡
者
銘
と
分
布
を
検
討
す
る
と
い
う
手
法
で
、
神
獣
鏡
の
作
鏡
系
譜
を
抽
出
し
た
。
広
漢
郡
系
や
華
北
東
部
系
、
華
北
西
部
系
、
長
江
中
流
直
系
、
銭
塘

直
系
な
ど
、
地
域
ご
と
の
作
絵
系
譜
が
存
在
し
、
各
系
譜
は
紳
獣
配
置
・
銘
文
・
外
区
周
縁
文
様
な
ど
の
単
位
文
様
の
選
択
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
神
獣
鏡
は
広
漢
郡
系
で
製
作
が
始
ま
り
、
時
期
と
と
も
に
そ
の
直
心
は
銭
塘
楼
門
と
華
北
東
部
系
に
移
り
、
や
が
て
銭
塘
門
渡
と
長
江
中

流
域
系
が
中
心
と
な
る
。
各
系
譜
は
互
い
に
影
響
を
及
ぼ
し
な
が
ら
生
産
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
系
譜
に
特
徴
的
な
単
位
文
様
に
主
眼
を
轟
く

こ
と
で
、
空
間
的
な
差
異
・
時
闘
的
な
変
遷
を
際
立
た
せ
、
よ
り
は
つ
き
り
し
た
形
で
神
獣
鏡
の
製
作
動
向
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
三
巻
四
号
　
二
〇
〇
〇
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
神
獣
鏡
を
含
め
た
漢
鏡
は
、
鏡
式
の
整
理
か
ら
型
式
の
抽
出
へ
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
鏡
背
文
様
の
主
題
や
構
図
に
従
っ
た
分
類
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
っ
て
鏡
式
が
整
理
さ
れ
、
鏡
背
文
様
を
構
成
す
る
単
位
文
様
の
相
関
に
従
っ
た
分
類
に
よ
り
型
式
が
検
討
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
漢
鏡
研
究
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は
、
主
に
編
年
観
の
確
立
を
目
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
異
な
る
鏡
式
間
で
共
有
さ
れ
る
単
位
文
様
を
介
し
て
、
漢
窯
の
様
式
観
を
確
立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
漢
鏡
は
、
個
々
の
資
料
に
時
間
を
見
い
だ
せ
る
今
、
型
式
分
類
と
編
年
は
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
製
作
系
譜
に
つ
い
て
は
、
鏡
式
ご
と
で
整
理
が
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
後
漢
鏡
は
、
鏡
式
ご
と
に
分
布
が
偏
り
、
製
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

地
を
あ
る
程
度
想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
型
式
に
基
づ
い
た
系
譜
の
整
理
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

　
古
代
東
ア
ジ
ア
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
る
神
獣
鏡
に
つ
い
て
は
、
環
状
乳
、
対
置
式
、
謬
言
式
、
羅
列
、
三
段
式
、
求
心
式
、
三
角
縁
、

斜
縁
の
神
獣
鏡
鏡
式
が
確
立
し
、
平
縁
の
環
状
乳
、
対
置
式
、
同
工
式
、
重
列
の
各
神
獣
鏡
（
以
後
の
文
章
で
は
こ
れ
ら
を
神
獣
鏡
と
総
称
す
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
二
世
紀
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
凡
そ
江
南
の
地
で
製
作
さ
れ
た
と
い
う
認
識
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
各
鏡
式
で
個
別
に
型
式
が
検
討
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
が
、
内
区
の
神
獣
配
置
な
ど
に
着
目
し
た
型
式
分
類
で
あ
り
、
必
ず
し
も
単
位
文
様
間
の
相
関
が
充
分
に
検
討
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
多
く
は
編
年
（
時
系
列
の
整
理
）
に
目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
製
作
系
譜
は
充
分
に
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
。
編
年
以
外
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

型
式
研
究
よ
り
も
、
そ
の
表
現
内
容
を
考
証
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
近
年
、
銘
文
に
用
い
ら
れ
る
特
徴
的
な
句
や
鉦
装
飾
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

通
性
に
着
適
し
、
環
状
乳
神
獣
鏡
を
含
め
た
広
漢
郡
の
製
作
系
譜
を
抽
出
し
た
研
究
が
あ
る
が
、
総
て
の
神
獣
鏡
生
産
の
流
れ
の
中
で
そ
れ
ぞ

れ
の
製
作
系
譜
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
神
獣
鏡
を
ふ
く
め
た
こ
の
時
期
の
鏡
は
、
長
江
下
流
域
、
中
流
域
、
洛
陽
周
辺
・
菓
北
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

域
で
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
単
位
文
様
か
ら
製
作
系
譜
を
検
討
す
る
と
い
う
点
で
は
、
神
獣
鏡
は
未

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

だ
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
神
獣
鏡
の
製
作
系
譜
の
認
識
は
、
二
三
世
紀
の
中
国
に
お
け
る
鏡
生
産
の
実
状
を
把
握
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
古

代
東
ア
ジ
ア
の
交
易
関
係
を
考
え
る
上
で
も
影
響
を
与
え
る
。
更
に
、
神
獣
鏡
を
評
価
の
た
た
き
台
と
し
て
扱
っ
て
き
た
三
角
縁
神
獣
鏡
の
研

究
に
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
。

　
単
位
文
様
の
相
関
に
従
っ
て
各
神
獣
鏡
の
型
式
を
検
討
し
、
型
式
か
ら
製
作
系
譜
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
時
系
列
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
製

作
系
譜
の
盛
衰
を
把
握
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
し
た
。
尚
、
今
園
は
、
資
料
数
が
多
く
、
中
国
で
の
出
土
が
確
認
さ
れ
る
、
環
状
乳
・
対

置
式
・
同
向
式
・
重
列
の
神
獣
鏡
を
対
象
と
し
た
。
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①
鏡
式
は
、
樋
口
隆
康
氏
が
そ
の
大
系
を
ま
と
め
て
い
る
。
中
国
で
の
鏡
式
の
認

　
識
は
孔
祥
星
氏
と
劉
一
倍
氏
が
ま
と
め
て
い
る
〔
樋
口
一
九
七
九
〕
〔
孔
・
劉
一

　
九
八
四
〕
。

　
　
型
式
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
翼
鏡
で
は
な
い
倭

　
鏡
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
単
位
文
様
の
相
関
に
従
っ
た
型
式
研
究
を
実
践
し
た

　
点
で
、
謎
中
鷺
氏
の
研
究
は
鏡
研
究
の
中
で
も
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
〔
藤
丸
一
九

　
八
一
の
〔
西
村
一
九
八
三
〕
〔
田
中
一
九
八
三
〕
。

②
〔
岡
村
皿
九
八
四
〕
〔
岡
村
一
九
九
三
〕

③
製
作
系
譜
の
検
討
は
、
製
作
地
論
争
と
あ
い
ま
っ
て
、
王
角
縁
神
獣
鏡
の
研
究

　
で
進
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
鏡
式
に
基
づ
い
た
議
論
で
あ
る
〔
西
二
一
九
七

　
こ
〔
岸
本
一
九
八
九
〕
。
そ
の
中
で
王
仲
受
認
は
、
神
獣
鏡
や
画
像
鏡
な
ど
分
窟

　
が
偏
る
鏡
式
を
集
め
、
地
域
単
位
で
の
製
作
系
譜
を
検
討
し
て
い
る
〔
王
一
九
八

　
五
〕
〔
王
～
九
八
六
a
〕
〔
王
一
九
八
六
b
〕
。
漢
鏡
に
は
、
型
式
か
ら
製
作
系
譜

　
を
検
討
し
た
例
は
少
な
い
が
、
特
定
の
単
位
文
様
や
属
性
に
注
目
し
て
系
譜
を
抽

　
出
す
る
方
法
で
、
原
田
三
面
氏
が
広
漢
郡
の
（
紀
年
鏡
の
）
製
作
系
譜
を
、
福
永

　
伸
哉
氏
が
三
角
縁
神
獣
鏡
を
含
む
魏
の
鏡
の
製
作
系
譜
を
抽
出
し
て
い
る
〔
鵜
島

　
一
九
九
一
〕
〔
原
田
一
九
九
五
〕
〔
原
田
一
九
九
七
〕
〔
福
永
一
九
九
～
〕
〔
福
永
一

　
九
九
二
〕
〔
福
永
一
九
九
四
〕
〔
福
永
一
九
九
九
〕

④
神
獣
鏡
の
鏡
式
は
、
樋
口
氏
が
ま
と
め
て
い
る
〔
樋
口
一
九
六
〇
〕
〔
樋
口
～

　
九
七
九
〕
。

⑤
対
置
式
神
獣
鏡
を
西
田
守
夫
氏
が
、
濡
文
帯
を
も
つ
黒
馬
式
神
韻
鏡
を
樋
口
氏

　
と
小
出
田
宏
一
氏
が
、
重
列
神
獣
鏡
を
樋
口
氏
が
検
討
し
て
い
る
〔
西
田
一
九
九

　
三
〕
〔
樋
ロ
一
九
七
九
〕
〔
小
山
田
一
九
九
三
〕
。

⑥
表
現
さ
れ
る
神
像
や
獣
像
を
文
献
や
銘
文
か
ら
考
証
し
よ
う
と
す
る
研
究
で
あ

　
る
〔
林
一
九
七
三
〕
〔
林
一
九
七
八
〕
〔
西
田
一
九
六
八
〕
。
尚
、
優
れ
た
浮
彫
表

　
現
の
神
獣
を
も
つ
箇
像
鏡
に
つ
い
て
も
、
型
式
学
的
研
究
よ
り
表
現
内
容
の
考
証

　
が
先
に
進
め
ら
れ
た
。

⑦
〔
鵜
島
一
九
九
こ
〔
原
田
一
九
九
五
〕
〔
原
田
一
九
九
七
〕

⑧
〔
森
下
　
九
九
八
〕
〔
福
永
一
九
九
八
〕
〔
福
永
～
九
九
九
〕
な
ど
。

⑨
岡
村
秀
典
氏
も
そ
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
〔
岡
村
一
九
九
五
a
〕
。
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二
　
単
位
文
様
の
分
類

　
単
位
文
様
の
相
関
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
単
位
文
様
の
分
類
が
必
要
と
な
る
。

数
・
半
円
方
形
帯
の
形
状
と
そ
の
装
飾
・
外
区
周
縁
文
様
・
外
区
主
文
帯
・
銘
文
、

エ
ー
シ
ョ
ン
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
神
獣
配
置
・
神
像
表
現
・
方
本
内
文
字

の
七
つ
の
単
位
文
様
に
注
目
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ヴ
ァ
リ

麟
神
獣
配
置

　
主
文
を
構
成
す
る
神
獣
の
数
や
そ
の
配
置
状
況
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鏡
式
に
様
々
な
配
置
が
あ
る
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の
で
、
第
三
章
で
鏡
式
ご
と
に
説
明
す
る
。

翻
神
像
表
現
（
図
－
）

　
神
像
の
雲
気
の
表
現
に
よ
っ
て
区
別
し
た
。
ゆ
ら
ゆ
ら
と
た
ち
の
ぼ
る
雲
気
を
も
つ
も
の
を
「
神
像
α
」
と
し
、
二
本
の
蕨
手
状
の
雲
気
を

も
つ
も
の
を
「
神
像
β
」
と
し
た
。
神
像
α
は
図
1
の
二
例
を
区
別
す
る
な
ど
、
更
に
細
か
く
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
今
園
は
神
像
β

を
区
別
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
の
で
、
こ
の
程
度
の
区
分
に
と
ど
め
た
。

馨
方
格
内
文
字
数

　
一
文
字
と
二
文
字
、
四
文
字
の
三
種
類
が
あ
る
。
僅
か
で
は
あ
る
が
、
二
文
字
と
四
文
字
が
混
ざ
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
文
字
に

含
め
た
。

愚
半
円
方
形
帯
の
形
状
と
装
飾
（
図
1
）

　
・
半
円
形
状
●
半
円
の
高
さ
と
幅
の
関
係
に
従
っ
て
そ
の
形
状
を
区
分
し
た
。

　
　
　
半
円
a
”
高
さ
が
幅
の
半
分
程
度
の
も
の
。
ほ
ぼ
半
円
状
を
呈
す
る
。

　
　
　
半
円
b
”
高
さ
が
幅
の
半
分
以
上
の
も
の
。
半
円
は
「
と
ん
が
り
帽
子
」
様
を
呈
す
る
。

　
　
　
半
円
。
”
高
さ
が
幅
の
半
分
以
下
の
も
の
。
扁
平
な
形
状
を
呈
す
る
。

　
　
　
半
円
d
．
半
円
方
形
帯
が
欠
落
し
た
も
の
。

　
。
半
円
装
飾

　
　
　
無
文
飾
　
U
何
も
文
様
が
な
い
も
の
。

　
　
　
渦
文
装
飾
一
渦
文
を
沈
線
で
表
現
し
た
も
の
。
渦
の
数
で
、
渦
5
・
渦
3
な
ど
と
表
現
し
た
。

　
　
　
線
状
文
飾
”
Y
字
様
の
記
号
や
円
環
文
と
十
字
な
ど
の
文
様
を
、
突
線
で
表
現
し
た
も
の
。

趨
外
区
周
縁
文
様
と
外
区
主
文
帯
（
図
工
）
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

　
外
区
に
充
填
さ
れ
る
文
様
を
外
区
周
縁
文
様
と
呼
び
、
渦
文
・
菱
全
文
・
唐
草
文
・
連
環
文
・
波
状
唐
草
文
が
あ
る
。
外
勤
周
縁
文
様
の
内

側
の
文
様
帯
は
外
区
主
文
帯
と
呼
び
、
銘
文
帯
か
画
文
帯
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

●
銘
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
銘
文
に
は
、
雲
鏡
全
体
を
包
括
す
る
型
式
分
類
が
あ
る
が
、
神
獣
鏡
の
検
討
に
は
充
分
で
な
く
、
更
に
細
か
い
分
類
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ

で
、
基
本
的
に
四
言
句
で
構
成
し
た
も
の
を
銘
文
A
と
し
、
七
言
句
で
構
成
し
た
も
の
を
銘
文
B
、
不
定
数
句
で
構
成
し
た
も
の
を
銘
文
C
、

た
だ
の
文
字
列
・
記
号
列
を
銘
文
D
と
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
特
徴
的
な
句
が
あ
り
、
句
の
配
列
に
も
独
自
性
が
あ
る
。
銘
文
A
と
C
に
つ
い

て
は
、
特
徴
句
や
独
自
の
配
列
位
置
に
よ
り
、
更
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
、
各
銘
文
型
式
の
典
型
例
と
特
徴
句
な
ど
を
挙
げ
た
。

そ
の
型
式
の
指
標
と
な
る
特
徴
句
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
、
特
徴
句
と
結
び
つ
き
多
用
さ
れ
る
特
徴
句
を
ア
ミ
で
、
独
自
の
配
列
位
置
を
傍
線
で
表
現

し
た
。
尚
、
樋
口
氏
の
分
類
と
対
応
の
つ
く
も
の
は
、
そ
れ
を
付
記
し
た
。

銘
文
A
1

　
　
　
　
「
中
平
四
年
　
五
月
午
日
　
濡
髪
白
同
　
早
春
明
寛
　
買
者
大
富
　
長
宜
子
孫
　
延
年
命
長
　
上
巴
尊
父
　
西
王
母
分
　
大
楽
未
央

　
　
　
　
長
生
大
吉
　
天
王
日
月
　
太
師
命
長
」

　
　
　
　
「
世
得
光
明
」
「
生
如
金
石
（
山
石
）
」
「
上
如
東
王
公
西
王
母
」

銘
文
A
2
　
1
樋
口
分
類
S
I

　
　
　
　
「
吾
作
明
寛
笠
当
三
商
　
幾
等
萬
彊
報
徳
序
道
　
敬
奉
賢
良
　
周
刻
典
祀
白
墨
長
楽
挙
証
霜
野
　
聖
徳
光
明
　
子
孫
番
昌

　
　
　
　
賢
者
高
顕
　
士
至
公
卿
　
其
師
命
長
」

　
　
　
　
「
天
王
日
月
」
の
繰
り
返
し

　
　
　
　
「
吾
作
明
寛
　
幽
涼
三
剛
　
服
者
大
吉
」
（
「
幽
墨
金
商
」
な
ど
と
も
表
現
）

　
　
　
　
「
位
至
三
公
　
君
宜
高
官
　
生
如
山
石
」
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銘
文
A
3

銘
文
A
4

「
吾
作
明
寛
　
幽
単
三
商
　
周
刻
無
量
　
高
熱
萬
彊
　
白
牙
作
楽
　
衆
悪
異
容
　
天
禽
並
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

曾
年
益
壽
　
其
師
命
長
」

「
吾
作
明
寛
　
幽
凍
三
士
　
周
刻
典
紀
　
配
象
萬
方
（
彊
）
　
四
祭
（
気
）
墨
黒
　
六
合
設
張

砥
霊
是
興
　
白
牙
陳
楽
　
衆
広
見
容
　
天
恵
　
官
需
維
剛
　
大
吉
　
服
者
公
卿
　
其
師
命
長
」

「
天
禽
並
存
」
の
代
わ
り
に
「
天
禽
四
首
」
「
炎
精
並
存
」
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る

「
吾
作
明
寛
　
幽
凍
三
商
　
周
刻
無
極
」

　
　
　
　
「
蓋
作
明
寛
…
五
帝
三
皇
　
朱
鳥
玄
武
」

　
　
　
　
「
蓋
惟
貨
寛
　
変
巧
名
工
　
攻
山
聖
子

　
　
　
　
威
　
白
虎
□
□
　
青
龍
□
　
其
師
命
長
」

銘
文
A
5
　
一
樋
口
分
類
T
…

　
　
　
　
「
吾
作
明
寛
　
幽
涼
宮
商
　
面
影
容
量

　
　
　
　
公
　
子
孫
番
昌
　
建
安
十
年
」

銘
文
A
6

銘
文
B

「
黄
龍
元
年
太
歳
在
丁
巳

三
公
　
辟
除
不
祥
」

「
永
安
元
年
　
造
作
明
寛

－
樋
口
分
類
P
a
I

伐
石
索
銅
　
□
火
炉
冶
　
幽
凍
三
悪

福
禄
是
從
　
富
貴
理
博
　
子
孫
番
昌

挙
方
乗
員
　
通
距
虚
空
　
統
徳
序
道

象
日
月
　
五
帝
昔
自
　
建
師
四
方
　
玄
武
□

五
帝
天
皇
　
白
垂
単
琴
　
黄
帝
除
凶
　
朱
鳥
玄
武
　
　
白
虎
青
龍
　
君
宜
高
官
　
位
至
三

乾
坤
合
化
　
三
道
始
平
　
五
月
丙
午
　
［
時
］
［
加
］
日
中
　
造
作
明
寛
　
百
濠
男
工
　
級
者
萬
年
　
位
至

可
以
詔
明
　
服
者
老
寿
　
作
者
長
生
」
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

　
　
　
　
「
上
方
作
寛
自
有
紀
　
辟
去
不
羊
宜
古
市
」

銘
文
C
1

　
　
　
　
「
建
安
廿
四
年
六
月
辛
已
朔
十
七
日
丁
酉
□
　
吾
作
明
寛
　
宜
必
需
　
家
有
五
馬
千
頭
羊
　
高
官
位
黒
影
丞
　
早
臥
□
人
命
當
蔑
生

　
　
　
　
安
□
日
月
以
衆
」

　
　
　
　
「
黄
武
六
年
十
一
月
丁
州
旗
七
日
丙
辰
　
会
稽
山
野
作
師
飽
唐
寛
　
照
明
服
者
也
　
宜
子
孫
　
陽
燧
　
富
貴
老
壽
　
臣
先
牛
羊
馬

　
　
　
　
家
在
武
昌
　
思
其
少
天
下
命
吉
服
　
吾
王
干
昔
□
□
」

銘
文
C
2

　
　
　
　
「
太
康
二
年
三
月
九
日
　
呉
郡
〔
工
〕
清
〔
羊
〕
造
〔
作
〕
之
極
東
王
公
西
王
母
　
〔
此
〕
〔
里
〕
人
豪
貴
士
患
高
遷
　
三
公

　
　
　
　
丞
相
九
卿
」

　
　
　
　
「
太
康
三
年
歳
壬
寅
二
月
廿
日
　
吾
作
寛
　
幽
翠
三
幅
　
四
夷
服
　
多
賀
国
家
人
民
息
　
胡
虜
珍
重
天
下
復
　
雨
□
時
節
五
穀
敦

　
　
　
　
太
平
長
楽
」

銘
文
D

　
　
　
　
意
味
の
無
い
文
字
の
連
続
も
し
く
は
文
字
で
は
な
い
記
号
の
連
続

　
銘
文
A
1
は
、
「
点
者
大
富
」
や
「
世
得
光
明
」
「
上
県
東
王
公
西
王
母
」
な
ど
の
特
徴
句
を
含
む
。
「
吾
作
明
寛
」
が
「
早
年
明
寛
」
に
置

き
換
わ
る
こ
と
も
あ
麺
。
銘
文
A
2
は
、
①
「
幽
再
三
商
」
の
後
を
「
配
像
萬
彊
」
が
う
け
る
こ
と
、
②
「
幽
濠
三
商
」
で
は
な
く
「
幽
藻
三

岡
」
や
「
三
審
三
剛
」
な
ど
の
句
を
用
い
る
こ
と
、
③
「
天
王
日
月
」
や
「
青
玉
日
月
」
「
明
如
日
月
」
の
句
を
含
む
こ
と
、
④
「
吾
作
明
寛
」

で
始
ま
ら
ず
に
「
位
至
三
公
」
「
君
宜
高
官
」
「
寒
風
山
石
」
な
ど
の
句
だ
け
で
銘
文
を
つ
く
る
こ
と
、
の
四
点
が
特
徴
と
な
る
。
こ
の
銘
文
A

2
の
な
か
で
「
敬
奉
賢
良
」
や
「
馬
事
主
唱
」
と
い
う
句
を
用
い
る
定
型
化
し
た
銘
文
が
、
樋
口
分
類
S
で
あ
る
。
銘
文
A
3
は
、
①
「
幽
凍

三
七
」
の
後
を
「
周
刻
典
祀
（
無
極
）
」
が
う
け
る
こ
と
、
②
「
衆
神
挿
語
」
や
「
天
仁
並
存
」
の
句
を
用
い
る
こ
と
、
③
「
四
祭
（
気
）
像
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元
」
「
六
合
心
張
」
「
通
距
虚
空
」
「
音
容
是
興
」
な
ど
の
句
を
用
い
る
こ
と
、
の
三
点
が
特
徴
で
あ
る
。
「
吾
作
明
寛
　
幽
十
三
商
　
周
刻
無

極
」
な
ど
の
銘
文
も
、
「
周
忌
典
祀
（
無
極
）
」
の
配
列
位
置
を
考
慮
し
て
、
銘
文
A
3
に
含
め
た
。
「
周
忌
典
祀
（
無
極
）
」
「
配
慮
萬
彊
」

「
道
徳
隠
道
」
と
い
う
句
は
、
銘
文
A
2
に
も
A
3
に
も
あ
る
が
、
そ
の
配
列
位
置
は
異
な
る
。
銘
文
A
4
は
、
「
巧
直
心
銅
」
や
「
伐
石
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

銅
」
な
ど
を
特
徴
句
と
す
る
銘
文
で
あ
る
。
「
蓋
惟
（
作
）
貨
（
明
）
寛
」
と
始
ま
る
こ
と
が
多
い
。
銘
文
A
5
は
「
幽
直
宮
商
」
「
周
三
遍
象
」

「
白
話
弾
琴
」
や
「
朱
鳥
玄
武
」
「
白
虎
青
龍
」
な
ど
を
特
徴
句
と
し
た
定
型
銘
文
で
あ
り
、
樋
口
分
類
T
で
あ
る
。
句
の
配
列
位
置
は
異
な

る
が
、
「
五
帝
三
皇
」
や
「
朱
鳥
玄
武
」
「
白
虎
」
「
青
龍
」
な
ど
の
句
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
銘
文
A
4
と
A
5
は
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
銘
文
A
6
は
銘
文
A
2
や
A
3
な
ど
の
よ
う
な
定
型
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
造
作
明
寛
」
「
帝
出
始
平
」
「
作
者
長
生
」
な
ど
の
句
を
組
み

合
わ
せ
た
、
非
常
に
規
格
的
な
銘
文
で
あ
る
。
以
下
で
紹
介
す
る
銘
文
C
1
に
よ
く
み
ら
れ
る
「
宜
侯
国
」
や
「
家
有
五
馬
千
牛
羊
」
な
ど
の

句
が
、
末
尾
に
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
銘
文
B
は
、
「
□
□
作
寛
自
有
紀
（
方
）
」
で
始
ま
る
七
言
句
の
銘
文
で
あ
り
、
樋
口
分
類
P
a
で
あ
る
。

「
東
王
公
西
王
母
」
や
「
天
王
日
月
」
な
ど
銘
文
A
1
や
A
2
の
特
徴
句
を
含
む
こ
と
が
あ
り
、
両
者
と
の
関
連
が
指
摘
で
き
る
。
銘
文
C
は
、

四
言
句
．
五
言
句
・
六
言
句
・
七
言
句
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
吾
作
明
寛
」
で
銘
文
が
始
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。

銘
文
C
1
は
「
宜
侯
王
」
や
「
家
有
五
馬
千
牛
羊
」
な
ど
の
句
を
用
い
る
も
の
で
、
銘
文
C
2
は
、
「
三
公
九
卿
十
二
大
夫
（
三
公
丞
相
九
卿
）
」

「
東
王
父
西
王
母
」
「
皆
既
高
遷
」
を
特
旨
句
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
銘
文
C
2
に
は
、
樋
口
分
類
N
に
由
来
す
る
「
風
雨
時
節
五
穀
敦
」
な

ど
、
他
の
銘
文
の
一
節
を
含
む
こ
と
が
あ
る
。
銘
文
D
は
、
意
味
を
為
さ
な
い
文
字
列
や
文
字
に
な
ら
な
い
記
号
を
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
銘
文
は
方
格
内
か
銘
文
帯
に
充
填
さ
れ
る
。
僅
か
で
は
あ
る
が
、
方
格
内
と
銘
文
帯
で
異
な
る
銘
文
型
式
を
充
填
す
る
例
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
銘
文
帯
の
銘
文
を
以
て
型
式
を
判
別
し
た
。

　
①
〔
樋
口
一
九
五
三
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
鵜
島
氏
が
広
漢
郡
製
の
銘
文
と
考
え
た
も
の
に
相
当
す
る
〔
鵜
島
一
九
九
こ
。

　
②
完
文
釈
読
で
き
る
も
の
は
な
い
が
、
補
完
す
れ
ば
こ
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
④
以
下
の
文
中
で
は
「
差
惟
」
と
一
括
し
て
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
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三
　
各
神
獣
鏡
に
お
け
る
型
式
－
単
位
文
様
の
相
関
を
通
し
て

　
神
獣
配
置
や
銘
文
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
型
式
を
想
定
し
、

式
を
抽
出
し
て
ゆ
こ
う
。

そ
れ
を
他
の
単
位
文
様
と
の
相
関
に
よ
っ
て
検
証
す
る
と
い
う
手
順
で
、
型

神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

　
ω
　
環
状
乳
神
獣
鏡
の
型
式

　
環
状
乳
神
獣
鏡
に
は
、
三
神
三
獣
と
四
神
四
獣
の
神
獣
配
置
が
あ
る
。
紀
年
銘
と
の
対
応
か
ら
、
三
神
三
獣
は
四
神
四
獣
に
先
行
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
神
獣
配
置
は
、
有
効
な
分
類
基
準
で
あ
る
。
外
区
周
縁
文
様
と
方
煙
雨
文
字
数
も
幾
つ
か
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

有
効
な
分
類
基
準
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
神
獣
配
置
・
外
面
周
縁
文
様
・
方
格
内
文
字
数
の
組
み
合
わ
せ
を
分
類
の
基
準
と
し
た
（
図
2
表
U
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ま
ず
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
と
銘
文
と
の
関
係
を
み
れ
ば
（
表
U
）
、
銘
文
A
2
・
B
と
銘
文
A
3
・
A
4
と
の
対
応
が
対
照
的
で
あ
る
。
三

神
三
差
の
場
合
、
銘
文
A
3
・
A
4
は
極
め
て
少
な
く
、
四
神
四
獣
の
場
合
で
も
外
区
周
縁
文
様
が
菱
雲
文
と
唐
草
文
で
あ
れ
ば
、
銘
文
A

3
・
A
4
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
逆
に
こ
れ
ら
は
、
銘
文
A
2
・
B
と
対
応
す
る
。
こ
こ
に
、
銘
文
と
の
対
応
に
よ
っ
て
一
～
阻
を
区
別
し
、
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

獣
配
置
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
A
B
C
を
区
別
し
て
型
式
を
想
定
し
た
。
A
B
C
の
細
分
は
、
A
1
1
三
神
三
獣
で
方
格
内
一
文
字
、
B

1
1
四
神
四
獣
で
方
格
内
｝
文
字
か
こ
文
意
、
C
ほ
四
神
四
獣
で
方
書
内
四
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
環
状
乳
神
獣
鏡
の
各
型
式
と
い
う
こ
と
で
、

型
式
に
「
環
乳
」
を
付
け
て
「
環
乳
E
A
」
な
ど
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
次
に
、
想
定
し
た
型
式
と
半
円
装
飾
と
の
関
係
で
は
（
表
鎗
）
、
環
乳
I
I
盟
で
明
確
に
違
い
が
み
え
る
。
無
文
飾
は
い
ず
れ
に
も
あ
る
が
、

環
乳
1
に
渦
文
装
飾
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
環
乳
1
の
う
ち
環
乳
H
A
・
買
B
で
は
渦
4
と
渦
3
が
対
応
し
、
環
乳
H
C
で
は
渦
5
と
渦
4
が
対

応
す
る
。
母
乳
皿
の
調
乳
皿
B
・
皿
C
は
渦
5
や
渦
6
が
そ
の
中
心
と
な
る
。
渦
文
装
飾
の
有
無
、
及
び
そ
の
渦
の
数
と
型
式
が
対
応
し
て
い

る
。
想
定
し
た
型
式
と
半
円
形
状
と
の
関
係
で
は
（
表
B
）
、
大
半
が
半
円
a
、
半
円
b
は
環
乳
n
B
、
半
円
。
は
環
乳
皿
B
、
と
い
う
よ
う
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2

野

　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

1．三神三獣　方響内一文字　外区周縁文様菱雑文　　（環乳IA）
2．四神四獣　方格内一文字　外区周縁文様渦文　　　　（環乳皿B）
3．四神四獣　方格内二文字　灘区周縁文様竪文　　　（環乳皿B）
4．四神四獣　方格内四文字　外区周縁文様菱雲文　　（環乳ll　C）

＊銘文との対応によって、それぞれ型式が異なるが、神獣配置と方格内文字数の組
　み合わせばこれだけである。

　　　　　　　　　　　　図2　環状乳神獣鏡の諸例
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利1獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（」二野）

　　　　　　　　表1　環状乳神獣鏡の型式設定と単位文様の関係

　　表1．1

IA πA IHA

IB HB 三皿B

IC ∬C 撮C

銘文型式神獣

z置
旧格内

ｶ字数
外匿

ｶ様 A1 A2　　　B A3　　A4 D その他
三神

O獣
1
　一�_
Q文 2
5

9　　　2

U　　　1 1　　　1 1 4
5

正

菱雲

q翠
Q文
f文

2 U　　　6
P7　　　5

19　　　1

Q　　　1
W

4
7
3
0
1
0

四神

l獣
2 申文

4

菱雲

q据
A環
O文 2
1

9　　　…

P　　　1

R
1
9

2
3
1
7

4

1
！
0

圏く

1．3表し2

半円形状
型式

a　　　b　　　C その他

門乳IA
ﾂ乳IB
ﾂ乳IC

6　　　　　　　1

Q
4環乳艮A

ﾂ乳旺B

ﾂ乳HC

正7　　　1　　　1

P4　　　10　　　2
R5

4

環乳瓢A

ﾂ乳皿B
ﾂ乳皿C

　　　　　　　2
P9　　　　　　14
Q3

半円装飾
型式

渦6　渦S　渦4　渦3 無文 その他
環乳IA
ﾂ乳IB
ﾂ乳IC

1　　　1

6
2
2

旦

環乳KA
ﾂ乳∬B
ﾂ乳∬C

　　　l　　　U　　　l

@　　l　　　ll　　　7
P　　　…0　　　11　　　2

4
7
9

2
4
2

環三里A

ﾂ乳mB
ﾂ乳皿C

　　　　　　2
P　　　20　　　5

掾@　　3
5
1
4

2
2

働「その他」は、写真資料の限界等によって分類の警1別が困難なものも含む

に
、
若
干
の
特
殊
例
が
特
定
の
型
式
と
対
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
想

定
し
た
型
式
と
半
円
装
飾
、
半
円
形
状
と
の
間
に
相
関
を
確
認
し
、
型

式
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
切
　
鰐
置
式
神
獣
鏡
の
型
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
対
置
式
神
獣
鏡
に
は
、
神
獣
配
置
で
の
大
き
な
違
い
は
な
い
。
対
置

式
神
獣
鏡
に
お
い
て
基
準
と
し
て
組
み
合
わ
さ
れ
る
べ
き
単
位
文
様
は
、

外
区
周
縁
文
様
と
半
円
形
状
で
あ
る
（
図
3
）
。
対
置
式
神
翼
鏡
の
半

円
形
状
に
は
、
扁
平
な
形
状
を
保
ち
つ
つ
も
他
の
例
と
比
べ
て
極
め
て

小
さ
な
も
の
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
を
便
宜
的
に
半
円
。
小
と
し
て
分

離
し
た
。
さ
て
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
と
銘
文
の
関
係
を
み
て
み
よ
う

（
表
皿
）
。
①
銘
文
A
2
と
対
応
す
る
も
の
、
②
銘
文
A
3
と
対
応
す

る
も
の
、
③
銘
文
C
1
と
対
応
す
る
も
の
、
④
銘
文
A
6
と
対
応
す
る

も
の
、
の
四
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
組
み
合
わ
せ
を
「
外
区

周
縁
文
様
÷
半
円
形
状
」
で
表
現
す
れ
ば
、
①
菱
a
菱
b
、
②
渦
a
、

③
渦
b
渦
d
唐
b
唐
d
／
素
b
、
④
素
。
小
／
素
。
素
d
波
唐
b
波
唐

。
と
い
う
、
ほ
ぼ
外
洋
周
縁
文
様
の
違
い
を
反
映
す
る
形
で
、
組
み
合

わ
せ
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
と
④
の
う
ち
、
素
b
に
は
銘
文

C
2
が
含
ま
れ
、
素
。
小
で
は
銘
文
A
6
と
銘
文
C
1
が
折
半
し
て
い
41 （571）



総
諭

川．

ﾙ
濠
，

・
織
‘

繁縷

轟
4

1．外区周縁文様菱雲文　　半円b　（対置1）
2．外区周縁文様渦文　　　半円a　（対WL　II）

3．外区周縁文様唐草文　　半円b　（対置皿A
4．外区周縁文様素文　　　半円b　（対置皿B
5．外区周縁文様素文　　　半円。小（対置1V）

6．外区周縁文様素文　　　半円。　（対置VA

7．外区周縁文様波状唐草文半円b　（対置VB

3

シ
慨
’

図3　対置式神獣鏡の諸例

磐
冴
翻
灘
グ
7

臼
鱒
．

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
他
と
区
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
四
つ
の
ま
と
ま
り

を
基
本
と
し
て
、
対
置
1
～
対
置
V
B
の
型
式

を
想
定
し
た
。

　
想
定
し
た
型
式
と
半
円
装
飾
と
の
関
係
で
は

（
表
四
）
、
①
渦
文
装
飾
と
無
文
飾
、
②
難
文

装
飾
の
み
、
③
渦
文
装
飾
と
線
状
文
飾
、
④
無

文
飾
が
多
数
、
⑤
線
状
文
飾
と
無
文
飾
、
⑥
ほ

ぼ
線
状
文
飾
の
み
、
の
六
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
型

式
に
対
応
し
、
想
定
し
た
型
式
と
相
関
し
て
い

る
。
対
置
皿
と
V
に
関
し
て
は
、
細
分
し
た
型

式
ご
と
で
対
応
す
る
半
円
装
飾
が
異
な
り
、
細

分
の
妥
当
性
も
確
認
で
き
る
。
以
上
よ
り
、
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

式
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

㈲
　
同
向
式
神
獲
麟
の
型
式

趨
向
式
神
獣
鏡
は
、
す
で
に
神
獣
配
置
に
従

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

っ
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は

「
画
文
帯
同
向
式
神
灘
南
」
を
対
象
と
し
て
お
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

辱
り
一

5

り
、
銘
文
帯
の
同
向
式
神
獣
鏡
は
、
検
討
さ
れ

な
か
っ
た
。
今
回
は
、
同
向
式
神
獣
鏡
す
べ
て

を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ふ
ま
え
、

神
獣
配
置
に
従
っ
て
分
類
し
た
。
ま
ず
大
き
く

二
つ
に
分
け
、
配
置
状
況
や
神
像
数
の
違
い
に

よ
っ
て
、
更
に
細
か
く
分
類
し
た
。

1
類
…
細
部
ま
で
丁
寧
に
描
写
し
て
お
り
、
全

　
　
体
と
し
て
こ
ぢ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
た
感

　
　
じ
の
神
像
を
表
現
す
る
。
上
段
よ
り
伯

　
　
牙
・
東
王
公
・
西
王
母
・
黄
帝
の
四
神
を
、

　
　
「
維
綱
（
維
剛
）
」
の
上
に
配
す
る
。
上

　
　
段
に
は
三
神
を
表
現
す
る
。

　
1
A
…
上
段
下
段
の
思
懸
が
と
も
に
維
綱
を

　
　
　
街
ん
で
支
え
て
い
る
。
紀
綱
は
、
上
段

　
の
対
獣
の
口
元
二
点
、
東
王
公
西
王
母

　
の
足
下
二
点
、
黄
帝
一
点
の
、
計
五
点

を
結
ん
だ
五
角
形
の
形
状
を
な
す
。
上

段
の
三
神
は
横
一
列
に
並
ぶ
。

1
A
－
1
一
上
段
の
対
獣
は
外
を
向
き
、
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表2　対置式神獣鏡の型式設定と単位文様の関係
表2．1

対置1

対澱服

対脚匪A

二子避8
対麗IV

対置VA

対igtVB

銘文型式北区

ｶ様
半円

`状 A2　　A3　　A4　　　B　　　CI　　C2　　A6　　D その他

憂雲
a
b
2
1

1
1a 3

天文

b
d唐草 b
d

2　　　　　　　玉　　　1　　　6　　　　　　　　　　　1

@　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　1

@　　　　　　　　　　1　　　了　　　　　　　1

@　　　　　　　　　　　　　、．1　　　　．一』P

@　　　　　　　　　1　　　4　　　5　　　3　　　乏

3
1
6
戴

b

素文
c小

モ

3　　　　　　　・1

R　　　2　　　36

@　　　　　　6　　　1

@　　1　　　2
P　　　　　　　2

3
2
6
5
3

波唐 b
C表2．2

半円装飾
型式

渦5　渦4　渦3 線　　無文 欠如 その他
対蹴1 2 1 2

対遣旺 1　　　2

対鷺mA 2　　　2　　　2 20 6 2

対置服B 1 7　　　L2 4

対1紐V 2　　　7 1

対縫VA 1 31　　30 12 5

対置VB 8　　　1

　
　
　
　
　
下
段
の
対
獣
は
内
に
向
か
い
合
う
。
（
図
“
）

　
　
1
A
－
2
　
上
段
の
対
獣
、
下
段
の
対
獣
と
も
に
外
を
向
く
。
（
図
翅
）

　
1
B
一
獣
を
、
四
乳
に
婚
躍
す
る
姿
態
で
表
現
す
る
。
乳
に
対
す
る
獣
の

　
　
　
位
置
に
よ
っ
て
、
更
に
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
維
綱
の
形

　
　
　
状
も
そ
の
細
分
に
対
応
す
る
。
上
段
の
三
神
は
階
層
的
に
表
現
す
る

　
　
　
こ
と
が
多
い
。

　
　
1
B
－
1
”
下
段
の
四
獣
は
、
顔
を
外
に
向
け
る
。
三
綱
は
直
線
的
で

　
　
　
　
　
あ
り
、
維
綱
の
結
合
部
は
円
環
と
雲
気
で
表
現
す
る
こ
と
が
多

　
　
　
　
　
い
。
そ
の
場
合
、
円
環
は
そ
れ
ぞ
れ
の
神
像
の
四
隅
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
あ
わ
せ
て
十
二
個
と
な
る
。
（
図
娼
）

　
　
1
B
－
2
”
下
段
の
対
獣
は
、
内
に
向
か
い
合
う
。
三
綱
は
曲
線
で
表

　
　
　
　
　
現
す
る
か
、
描
か
な
い
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
（
図
粥
）

2
類
”
神
像
は
体
に
対
し
て
、
顔
が
大
き
く
、
1
類
に
比
べ
て
幾
分
デ
フ
ォ

　
　
ル
メ
さ
れ
て
お
り
、
稚
拙
さ
を
感
じ
る
。
1
類
に
よ
く
描
か
れ
る
維
綱

　
　
は
見
あ
た
ら
な
い
。
獣
の
配
置
は
一
A
と
同
じ
だ
が
、
必
ず
し
も
表
現

　
　
す
る
と
は
限
ら
ず
、
下
段
の
獣
を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。
の
み
な
ら

　
　
ず
、
神
像
の
三
段
構
成
す
ら
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
四
神
四
獣

　
　
を
完
備
す
る
1
類
に
対
し
て
、
神
像
・
獣
像
を
何
体
か
欠
く
こ
と
が
多

　
　
い
。
上
段
の
神
像
数
に
よ
っ
て
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

箆耀…賊1

難野
1．IA－1（同向IA）

3．IB－1（同齢IA）
巖曽藁畿・、、

灘｛．，

雲鶉欝

縫　一M麟叩ご騨顎㌻零

雪嶺～

2．IA－2（同病IB）

4．1B－2（同向IA）

5，2A（同向11A）　　　　　　　　　　6．2B（幽艶［［B）

　　　　　　図4　同向式神四鏡の諸例
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表3　同向式神獣鏡の型式設定と単位文様の関係
表3．1

囎急

撃蟹

銘文型式
神獣配罎

A2　　　B A3　　A4 C1 D その他
lA－l

撃`－2

PB－1

PB－2

13

T5　　　1 2
1
2

4
1
2
2

2A iO　　　1 3 9

2B 1　　　1 10 2 5

表3．2

半円装飾
型式
渦5　渦4　渦3 鉦文 線 欠如 その他

趣向IA
ｯ向［B
ｱ向IIA
ｯ向HB

9　　　3

T　　　「6

@　　3　　　3

1正

T
1

6 2
3

5
三

　
2
A
”
上
段
の
神
像
数
が
三
神
ま
た
は
一
神
の
も
の
（
図
蘭
）
。

　
　
　
こ
の
三
神
は
伯
牙
と
鍾
子
期
と
そ
の
侍
神
で
あ
り
、
～
神
は
伯
牙
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
2
B
”
上
段
の
神
像
数
が
二
神
の
も
の
（
図
心
）
。
こ
の
二
神
は
神
農
と
蒼
頷
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
神
獣
配
置
に
よ
る
分
類
と
銘
文
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
（
表
舗
）
。
1
類
、
2
A
、
2
B
に

対
し
て
、
銘
文
A
2
、
銘
文
A
3
、
銘
文
C
1
が
ほ
ぼ
対
応
し
て
お
り
、
神
獣
配
置
と
銘
文
は
相

関
す
る
。
そ
こ
で
、
神
獣
配
置
と
銘
文
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
同
向
I
A
～
同
向
∬
B
の

四
つ
の
型
式
を
想
定
し
た
。
想
定
し
た
型
式
と
半
円
装
飾
と
の
間
に
は
明
確
な
相
関
関
係
が
あ
る

（
表
識
）
。
型
式
ご
と
に
、
①
渦
文
装
飾
と
無
文
飾
、
②
無
文
飾
の
み
、
③
ほ
ぼ
渦
文
装
飾
の
み
、

④
線
状
文
飾
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
対
応
し
て
い
る
。
更
に
、
同
病
E
B
で
の
渦
文
装
飾
は
渦
4

渦
3
で
あ
り
、
同
署
H
B
以
外
の
型
式
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
想
定
し
た
型
式
の
妥
当

性
は
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
外
の
単
位
文
様
も
、
半
円
装
飾
と
同
様
、
型
式
と
相
関
す
る
が
、

次
章
で
ま
と
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
回
　
重
列
神
獣
鏡
の
型
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
重
列
神
獣
鏡
は
神
獣
配
置
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
段
を
仕
切
る
維
綱
の
形
状

に
従
っ
て
大
き
く
二
つ
に
分
け
、
各
段
の
神
像
数
に
よ
っ
て
更
に
細
分
し
た
。
分
類
の
詳
細
を
示

す
に
あ
た
っ
て
、
神
像
が
配
さ
れ
る
位
置
を
上
よ
り
、
上
段
・
中
上
段
・
申
段
・
中
下
段
・
下
段

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
！
類
　
維
綱
は
各
々
の
神
像
に
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
。
神
像
の
並
び
が
直
線
的
で
な
い
た
め
に
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ガ
タ
ガ
タ
と
し
た
形
状
と
な
る
。

　
1
A
　
（
中
上
段
神
像
数
”
中
下
段
神
像
数
）
”
（
4
一
2
）
（
図
昴
）

　
1
B
一
（
中
上
段
神
像
数
一
中
下
段
神
像
数
）
1
1
（
2
一
2
）
（
図
肥
）

　
1
C
”
（
中
上
段
神
像
数
U
中
下
段
神
像
数
）
1
1
（
0
”
0
）
（
色
出
）
（
い
わ
ゆ
る
三
段
構
成
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

2
類
”
維
綱
は
直
線
的
で
、
そ
の
枠
内
に
神
像
を
整
然
と
並
べ
る
。
全
体
と
し
て
雛
人
形
的
な
構
図
と
な
る
。

　
2
A
U
中
上
段
神
像
数
1
1
4
も
し
く
は
2
（
図
詞
）

　
2
B
一
申
上
段
神
像
数
1
1
5
も
し
く
は
3
（
図
踊
）

　
　
2
C
・
六
段
構
成
（
図
脇
）
（
中
上
段
の
神
像
数
1
1
5
も
し
く
は
3
）

　
こ
の
分
類
と
外
区
周
縁
文
様
と
の
関
係
で
は
（
表
服
）
、
1
類
に
素
文
、

2
A
に
註
文
が
対
応
す
る
。
2
B
は
渦
文
・
唐
草
文
が
多
い
も
の
の
、
は

っ
き
り
と
し
た
対
応
は
み
え
ず
、
そ
の
雑
多
さ
が
他
と
は
異
な
る
。
銘
文

と
の
関
係
で
も
（
表
載
）
、
1
類
が
銘
文
A
5
、
2
A
が
銘
文
C
1
と
対

応
す
る
の
に
対
し
、
2
B
は
雑
多
な
対
応
を
み
せ
る
。
ま
た
2
C
は
銘
文

A
6
と
対
応
し
、
重
列
神
獣
鏡
に
お
い
て
銘
文
A
6
が
あ
る
の
は
2
C
だ

け
で
あ
り
、
件
数
は
少
な
い
も
の
の
2
C
を
ま
と
ま
り
と
し
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
単
列
1
～
重
列
I
C
の
四
つ
の
型
式
を
想
定

し
た
。

　
次
に
、
想
定
し
た
型
式
と
他
の
単
位
文
様
と
の
関
係
を
み
て
み
よ
う
。

重
列
神
獣
鏡
に
半
円
方
形
帯
は
な
い
が
、
表
現
す
る
神
獣
の
数
や
配
置
は

表4　重列神獣鏡の型式設定と単位文様の関係
4．1

重

重列HA
露列旺8

憲列llC

工区周縁文様
分類
素文　渦文　唐草　連環 その他

1A
撃a

撃b

23

T1　　　　　　　　　　　1

2A
QB

QC

3　　　17

@　　　4　　　4　　　2
@　　　　　　　1　　　1

6

表4．2

銘文型式
分類 A3 A5 A6　　B C1 D その他
A
8
C
1
　
　
1
　
　
1

20

S
1

3
1
1

2A
QB

QC

3 　　　　1
Q

12

Q 4
3
4
7

4．3

龍虎 中段神像数 最上段の侍神
型式

左　　右　　無 2　　　4 無　　有

重列1 20　　　　　　10 7　　　23 29

薫列nA
d列HB
d列HC

5　　　｝5

T　　　10
Q

20

Q　　　14
Q

17　　　3

P　　　14

P　　　1
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講

1．IA（隠蟹1）

鑛耀

鞍

’．騨

2．1B（重列1）

3．IC（重列1）　　　　　　　　　　　4．2A（重列［A）

5．2B（配列ll　B）　　　　　　　　　　6．2C（重列［C）

　　　　図5　重列神獣鏡の諸例

　
鞭
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豊
富
で
あ
る
（
経
輪
）
。
中
段
の
一
番
外
側
に
は
龍
虎
を
表
現
す
る
が
、
龍
の
位
置
は
重
列
1
で
い
ず
れ
も
左
側
な
の
に
対
し
て
、
重
列
H
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
右
側
の
こ
と
が
多
い
。
中
段
の
神
像
数
は
、
並
列
1
に
四
神
と
二
神
が
あ
る
が
、
重
工
亘
で
は
重
列
H
A
が
二
神
な
の
に
対
し
て
重
列
I
B

は
四
神
で
あ
る
。
南
極
老
人
と
比
定
さ
れ
る
上
段
の
神
像
の
右
か
左
に
表
現
さ
れ
る
侍
神
も
、
重
列
1
に
は
な
い
。
雲
列
∬
の
重
列
豆
B
に
は

あ
る
が
、
重
列
I
A
に
は
極
め
て
少
な
い
。
想
定
し
た
型
式
と
表
現
さ
れ
る
神
像
数
や
配
置
が
相
関
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
型
式
の
妥
当
性
を

検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
こ
の
章
で
行
う
検
討
で
は
、
三
型
資
料
及
び
そ
の
可
能
性
が
高
い
も
の
に
つ
い

　
て
、
そ
れ
ぞ
れ
｝
件
ず
つ
数
え
る
の
で
は
な
く
、
同
型
の
｝
群
を
｝
件
と
し
て
数

　
え
た
。
こ
れ
は
、
対
置
式
神
獣
鏡
や
同
向
式
紳
国
里
の
あ
る
一
群
は
同
型
鏡
が
多

　
く
、
型
式
分
類
を
行
う
上
で
の
公
平
さ
を
き
す
た
め
の
配
慮
で
あ
る
。

②
そ
の
他
に
含
ま
れ
る
四
言
句
の
銘
文
（
「
吾
作
明
覧
幽
凍
三
曹
其
師
命
長
」

　
な
ど
）
や
銘
文
D
は
、
今
回
分
析
対
象
か
ら
外
し
た
。

③
西
田
氏
が
、
維
綱
の
表
現
と
獣
像
の
向
き
に
注
目
し
て
、
初
汐
的
な
タ
イ
プ
を

　
抽
潤
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴
は
一
部
に
限
ら
れ
、
全
体
を
分
類
す
る
基
準
と
し

　
て
充
分
で
は
な
い
。
〔
薩
田
一
九
九
三
〕
。

④
　
西
田
氏
に
よ
る
分
類
と
今
山
の
型
式
と
の
対
応
に
つ
い
て
。
鉦
か
ら
垂
れ
下
が

　
る
半
円
形
状
や
鐙
か
ら
水
平
も
し
く
は
斜
め
に
伸
び
る
直
線
で
表
現
さ
れ
る
維
網

　
が
描
か
れ
る
も
の
は
、
対
置
1
と
対
遣
H
A
に
あ
る
。
（
維
綱
は
描
か
れ
な
い
が
）

　
元
来
は
主
神
を
挟
ん
で
頭
と
体
ご
と
向
き
合
う
は
ず
の
対
獣
が
、
頭
若
し
く
は
体

　
の
向
き
を
変
え
た
変
形
型
式
は
対
置
盟
A
・
皿
B
に
あ
る
。

⑤
〔
逆
目
一
九
七
九
〕
〔
小
島
田
｝
九
九
王
〕

⑥
神
像
の
比
定
は
、
林
巳
奈
夫
氏
の
見
解
を
参
考
に
し
た
〔
林
一
九
七
三
〕
。

⑦
1
類
は
樋
口
氏
と
小
山
風
氏
が
分
析
し
た
画
文
帯
同
向
式
神
獣
鏡
に
相
当
す
る
。

　
こ
こ
で
試
み
た
一
A
－
ユ
か
ら
I
B
－
2
の
網
分
は
、
ほ
ぼ
両
氏
の
区
分
に
沿
う
も

　
の
で
あ
る
。

⑧
神
像
が
座
す
る
枠
状
の
も
の
は
、
同
向
式
神
獣
鏡
に
も
描
か
れ
た
維
綱
で
あ
る

　
と
考
え
た
。

⑨
　
中
上
段
が
四
神
（
二
神
）
の
場
合
は
、
内
側
の
向
か
い
合
う
二
神
は
神
農
と
蒼

　
頷
に
比
定
で
き
る
。
五
神
（
三
神
）
は
多
く
の
場
合
、
内
側
の
三
神
は
伯
牙
を
中

　
心
に
鈍
子
期
と
そ
の
誤
信
に
比
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、
同
向
式
神
悪
露
の
2
類
の

　
細
分
と
一
致
す
る
。
尚
2
C
は
、
2
A
や
2
B
の
中
下
段
に
い
る
べ
き
対
獣
が
独

　
落
し
て
、
中
段
と
中
下
段
の
附
に
｝
段
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑩
四
神
と
な
る
の
は
、
重
列
1
の
う
ち
で
も
分
類
1
A
で
、
二
神
と
な
る
の
は
分

　
類
1
B
と
一
C
で
あ
る
。
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四
　
作
鏡
系
譜
と
そ
の
背
景

ω
　
群
の
ま
と
ま
り
と
作
鏡
系
譜
の
存
在

次
に
、
型
式
か
ら
製
作
の
系
譜
を
抽
出
し
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
共
通
す
る
単
位
文
様
に
よ
っ
て
型
式
を
ま
と
め
、
そ
の
ま
と
ま
り
（
群
）
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
作
三
者
銘
、
分
布
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
を
総
括
す
る
こ
と
で
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譜
を
抽
出
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
抽
出
で
き
る
、
独
自
の
単
位

半円形状 半円装飾 き｝r像 区主文群
型式

a　　b　　c　　虚 渦6渦5渦4渦3線　無 α　β 銘　酒
件数

6　　　　　1 1　　　　　　　　　　6 6 7 7 環乳IA
2 2 1 2 2 環琴LIB

4 1　　　　　　　2 3　　1 窪 4 環乳IC
17　　1　　1 1　　1正　　1　　1　　4 16　　2 3　　16 19 環乳UA

14　10　　2 1　　11　7　　　　　7 21　6 1　28 30 環乳服
35 1　10　11　2　　　　　g 27　2 35 35 澱乳HC
24　　3 9　　3　　　　　　　三1 8　正8 27 28 同向IA

3　　2 2　　　　　1 3 5 5 対遣1

2 2 2 2 2 環乳皿A

19　　　　14 1　20　　5　　　　　　　5 29 14　19 33 環乳皿B
3 1　　2 2 3 3 対置H

8　　　　　4　　2 5　　6　　　　　　　1 14 14 14 同向HA
23 4　　3　　　　　　　　　！3 16 23 23 環乳IHC

6 5 4　　1 1　　5 6 同向IB
無 30 29 30 重列1

67　12 1　　　　　　　31　30 69　　7 668② 79 対置VA

6　　3 8　　1 4　　4 7　2② 9 対障VB
無 2 2 2 重ダ1組C

29　　　　5 2　　2　　2　20 U　　22 18　16 34 対置HIA

i1　　1　　3 3　　3　　6 15 15 15 同向HB

・鋤…

20 20 20 露列HA
’，1、 16 16 16＿＿藪熈歌

24 1　　　　　　　7　　12 17　　1 2互2② 24 対質illB

9① 2　　7 7　　3 10 10 対磁w
367 326 410 429 450

①＝半円。小であり、厳密に1ま半円。ではない②これらの蕨文帯は、イウ群のような精敏なものではな

文
様
と
特
定
の
流
通
（
分
布
）
圏
を
持
ち
、
特
定
の
製
作
地
が
想
定

で
き
る
鏡
作
り
の
系
譜
を
作
調
系
譜
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
先
ず
、
各
型
式
を
対
応
す
る
銘
文
に
従
っ
て
、
①
銘
文
A
1
②

銘
文
A
2
・
B
③
銘
文
A
3
④
銘
文
A
5
⑤
銘
文
A
6
⑥
銘
文

C
1
の
6
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。
②
③
に
関
し
て
は
、
更
に

二
二
内
文
字
数
の
違
い
に
よ
っ
て
2
つ
に
分
け
、
⑥
に
つ
い
て
も
外

区
周
縁
文
様
の
渦
文
や
半
円
装
飾
の
線
状
文
飾
の
有
無
に
よ
っ
て
2

つ
に
分
け
た
。
こ
の
型
式
の
ま
と
ま
り
を
ア
群
～
ケ
群
と
し
た
。
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

5
で
は
、
群
ご
と
に
各
型
式
と
対
応
す
る
単
位
文
様
を
示
し
た
。
工

群
を
例
に
す
る
と
、
工
群
の
ど
の
型
式
も
、
丁
丁
周
縁
文
様
は
ほ
ぼ

高
文
に
限
ら
れ
、
半
円
形
状
は
半
円
a
か
半
円
。
で
あ
る
。
半
円
装

飾
は
渦
5
を
中
心
と
し
て
渦
5
・
渦
4
が
対
応
し
、
渦
3
や
線
状
文

飾
は
な
い
。
無
文
飾
も
極
め
て
少
な
い
。
神
像
は
神
像
α
の
み
で
、
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　　　　　　　表5　神獣鏡型式のまとまり（群）と単位文様の対応

型式
銘文 外匿樹縁文様 方格内文字数

A1 A2 A3 A4 A5 A6 B C1 C2 菱 渦　唐 連　素 波 1 2　　窪

ア群
環乳IA

ﾂ乳IB
ﾂ乳IC
7
2
窪

2
2
2

5
2

7
2 4　1

イ群
環乳∬A

ﾂ乳HB

16

P9
3
1
1

11

P7

712　　1 王9

R0

…

ウ群
環乳HC
ｯ歯互A

ﾎ践1

33

Q3

R

2
：

10

Q1

T

夏9　　2

k　　I R
2 3
3

@　　　　34

@　1甲i

工群

環乳皿A

ﾂ乳H【B

ﾎ遣H
ｯ向KA

1
3
1
3
1
1

正
2
2

1 2
2
7
3
三
4

2 2
2
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外
区
主
文
帯
に
は
銘
文
帯
が
あ
る
。
こ
の
様
に
、
銘
文
に
よ
っ
て
ま

と
め
ら
れ
る
型
式
は
、
銘
文
以
外
の
単
位
文
様
で
も
同
じ
よ
う
な
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
対
応
す
る
。
単
位
文
様
の
対
応
に
み
る
市
内
の

共
通
性
は
、
他
の
群
に
対
す
る
関
連
性
や
独
自
性
の
指
標
と
な
る
。

上
記
の
工
群
に
対
し
て
、
ウ
群
は
外
区
周
縁
文
様
に
菱
雲
斎
が
あ
り
、

半
円
形
状
は
半
円
a
と
半
円
b
が
対
応
し
、
半
円
装
飾
は
渦
4
や
無

文
飾
の
割
合
が
高
く
、
渦
3
も
あ
る
。
そ
し
て
神
像
β
が
あ
り
、
銘

文
帯
は
な
い
。
ウ
群
と
工
群
は
対
応
す
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
対

照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
徴
的
な
単
位
文
様
に
よ
っ
て
、
各

群
問
の
関
係
を
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
各
群
ご
と
の
作
肖
者
銘
と
分
布
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

群
ご
と
に
、
作
二
者
銘
と
分
布
を
図
6
に
示
し
た
が
、
表
5
の
単
位

文
様
の
関
連
性
を
も
参
照
し
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

作
国
者
銘
を
記
す
こ
と
は
、
全
体
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
少
な
い
が
、

中
に
は
会
稽
郡
の
工
人
名
な
ど
が
あ
り
、
作
鏡
系
譜
を
整
理
す
る
上

で
は
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
。
分
布
に
は
七
つ
の
地
域
的
な
ま
と

ま
り
（
区
分
）
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
説
明
し
て
お
こ
う
。
一
つ
は
楽

浪
郡
を
中
心
と
し
た
楽
浪
地
域
で
あ
り
、
一
つ
は
洛
陽
を
含
む
黄
河

流
域
、
一
つ
は
長
安
を
含
め
た
溜
水
と
そ
の
支
流
流
域
の
華
北
西
部
、
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一
つ
は
准
河
と
そ
の
支
流
流
域
の
潅
河
流
域
、
～
つ
は
現
南
京
を
中
心
に
し
た
長
江
下
流
域
、
一
つ
は
会
稽
郡
（
現
紹
興
）
を
中
心
と
し
た
銭

塘
江
と
そ
の
支
流
流
域
の
銭
藤
江
流
域
、
最
後
に
江
夏
郡
（
現
那
城
）
を
中
心
に
し
た
洞
庭
湖
周
辺
及
び
湘
江
流
域
（
鋼
州
東
部
）
と
現
南
下
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

九
江
を
妬
心
と
し
た
鄙
陽
湖
周
辺
及
び
魑
水
流
域
（
揚
州
漏
壷
郡
）
か
ら
な
る
長
江
中
流
域
、
で
あ
る
。
黄
河
流
域
・
謄
躍
流
域
・
楽
浪
地
域

は
華
北
東
部
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
検
討
で
は
、
銭
塘
江
流
域
に
分
布
す
る
か
否
か
、
を
　
つ
の
目
安
と
し
た
。

　
ア
群
に
は
、
広
漢
西
蜀
や
尚
々
の
作
型
者
銘
が
あ
る
が
、
長
江
中
流
域
に
の
み
分
布
す
る
。
広
漢
郡
尚
方
と
い
う
作
鏡
者
銘
は
単
な
る
地
名

で
は
な
く
、
特
定
の
地
域
に
拠
る
製
作
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
群
は
広
漢
意
（
尚
方
）
で
の
製
作
と
認
識
し
た
。
流
通
に
よ
っ
て
、
長
江

中
流
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
イ
群
に
は
、
野
方
・
同
母
・
上
方
・
青
笹
・
黄
蓋
と
い
っ
た
製
作
機
関
に
因
ん
だ
作
鏡
者
銘
の
他
に
、
王
氏
・
王
氏
・
陰
茎
な
ど
の
作
難
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

銘
が
あ
る
。
華
北
西
部
、
黄
河
流
域
、
長
江
下
流
域
、
長
江
申
流
域
で
の
分
布
を
確
認
で
き
る
が
、
事
例
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
聾
心
者
銘
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
。
三
羊
・
上
方
の
作
鏡
土
塀
は
、
画
像
鏡
や
盤
上
鏡
・
浮
彫
式
獣
帯
鏡
の
出
土
例
で
は
、
銭
塘
江
流
域
に
分
布
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

三
羊
の
作
鏡
池
銘
は
長
江
中
流
域
と
つ
な
が
り
が
あ
る
。
青
蓋
と
黄
蓋
に
つ
い
て
、
環
乳
亘
B
で
華
北
西
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
青
鯨
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
思
差
鏡
が
漢
水
上
流
域
か
ら
数
多
く
出
土
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
関
中
盆
地
か
ら
玉
水
流
域
に
か
け
て
分
布
（
流
通
）
圏
を
も

つ
青
蓋
と
い
う
製
作
機
関
に
て
、
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
諸
氏
で
は
、
顔
氏
の
作
丸
紅
銘
を
、
華
北
東
部
（
黄
河
流
域
）
と
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

つ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
銘
文
B
は
、
他
の
鏡
式
で
も
銭
塘
江
流
域
に
は
分
布
し
な
い
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
イ
群
は
一
地
域

で
の
生
産
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
華
北
の
諸
地
域
及
び
長
江
中
流
域
な
ど
銭
塘
江
流
域
以
外
の
各
地
で
製
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
ウ
群
に
は
上
方
・
陳
是
・
衰
氏
の
作
僻
者
銘
が
あ
り
、
他
の
群
に
は
な
い
黄
河
流
域
・
涯
河
流
域
・
楽
浪
地
域
に
も
分
布
す
る
。
華
北
西
部

や
長
江
中
流
域
に
も
分
布
す
る
が
、
銭
鴬
野
流
域
に
は
分
布
し
な
い
。
華
北
東
部
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
群
だ
と
い
え
る
。
そ
の
製
作
地
は
、

華
北
東
部
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）
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工
群
に
は
、
呉
郡
の
張
氏
と
容
態
、
書
論
の
作
害
者
銘
が
あ
る
。
塩
鮎
阻
B
と
同
韻
互
A
で
は
鏡
式
を
越
え
て
、
「
（
等
親
）
首
元
」
と
「
蓋

惟
」
の
作
並
薄
煙
が
確
認
で
き
た
。
分
布
は
銭
塘
江
流
域
に
集
中
す
る
。
工
専
は
、
作
鏡
者
銘
と
分
布
の
両
方
か
ら
、
銭
塘
江
流
域
で
製
作
さ

れ
た
と
判
断
で
き
る
。

　
巨
群
に
は
播
氏
の
作
富
者
銘
が
あ
り
、
銭
心
象
流
域
と
潅
河
流
域
・
長
江
中
流
域
に
分
布
す
る
。
単
位
文
様
で
は
、
ウ
群
と
工
群
の
双
方
に

関
連
が
あ
る
が
、
銘
文
の
共
通
性
か
ら
、
ま
ず
は
工
事
と
同
じ
漸
々
江
流
域
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
力
添
に
は
朱
（
示
）
氏
の
作
鏡
者
銘
が
あ
り
、
長
江
中
流
域
に
集
中
し
て
分
布
す
る
。
単
位
文
様
で
は
、
外
区
周
縁
文
様
の
宮
遷
と
銘
文
A

　
　
　
　
⑫

5
を
通
じ
て
、
銭
塘
江
流
域
の
エ
キ
群
（
後
述
）
と
関
連
し
て
い
る
。
作
平
者
銘
や
単
位
文
様
の
関
連
を
重
視
し
て
、
躁
狂
は
銭
塘
江
流
域
で

製
作
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
キ
群
に
は
本
暦
な
ど
の
作
算
者
銘
が
あ
り
、
分
布
は
薄
型
江
流
域
次
い
で
長
江
下
流
域
に
多
い
。
単
位
文
様
で
は
、
外
界
周
縁
文
様
の
駄
文
、

半
円
形
状
の
半
円
。
を
通
じ
て
、
工
群
と
関
連
し
て
い
る
。
単
位
文
様
の
関
連
と
分
布
か
ら
、
キ
群
は
下
駄
江
流
域
で
の
製
作
だ
と
判
断
で
き

⑬る。　
ク
群
に
は
、
会
稽
山
陰
の
鞄
氏
と
源
氏
、
単
管
な
ど
の
作
曝
者
銘
が
あ
り
、
会
稽
山
陰
や
武
昌
な
ど
、
地
名
を
記
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら

会
稽
郡
の
本
尊
者
銘
は
ア
～
キ
群
に
は
な
か
っ
た
。
分
布
は
長
江
中
流
域
に
集
中
す
る
。
単
位
文
様
で
は
、
管
区
周
縁
文
様
の
唐
草
文
、
半
円

形
状
の
半
円
b
、
神
像
β
を
通
じ
て
、
一
部
長
江
中
流
域
で
の
生
産
が
考
え
ら
れ
る
イ
群
と
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
示
す
地
域

は
異
な
る
が
、
単
位
文
様
の
関
連
と
分
布
か
ら
、
ク
群
は
長
江
中
流
域
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
て
お
こ
う
。

　
ケ
群
に
は
、
呉
郡
の
清
羊
や
朱
氏
、
陳
氏
と
い
っ
た
作
愚
者
銘
が
あ
る
。
池
塘
江
流
域
と
長
江
中
流
域
に
分
布
す
る
が
、
長
江
中
流
域
に
や

や
多
い
よ
う
で
あ
る
。
作
鏡
者
銘
と
分
布
と
も
に
ク
群
と
共
通
し
て
お
り
、
ケ
群
も
長
江
中
流
域
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
し
か

し
、
単
位
文
様
で
は
ク
群
と
異
な
り
、
キ
群
と
の
関
連
が
強
い
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
よ
り
、
想
定
さ
れ
る
製
作
地
ご
と
に
各
群
を
ま
と
め
れ
ば
、
広
漢
学
（
ア
群
）
、
長
江
中
流
域
（
イ
ク
ケ
群
）
、
華
北
東
部
（
イ
ウ
群
）
、
華
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北
西
部
（
イ
群
）
、
銭
塘
江
流
域
（
エ
カ
オ
キ
群
）
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
作
鏡
系
譜
と
し
て
認
識
し
、
各
地
名
の
後
ろ
に
「
系
」
を
付
け
て
、
作

　
　
　
　
　
　
⑭

鏡
系
譜
名
と
し
た
。

　
こ
こ
で
、
各
系
譜
に
特
徴
的
な
単
位
文
様
を
整
理
し
て
お
こ
う
（
表
5
）
。
広
漢
填
足
（
ア
群
）
で
は
半
円
方
形
帯
に
特
徴
が
あ
り
、
ほ
ぼ
半

円
a
と
無
文
飾
に
限
ら
れ
る
。
華
北
東
部
系
や
華
北
西
部
系
、
長
江
中
流
域
系
（
イ
ウ
ク
群
）
で
は
外
釜
周
縁
文
様
の
巻
雲
文
や
唐
草
文
、
半

円
b
、
神
像
β
を
持
つ
こ
と
や
画
境
帯
が
多
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。
銭
塘
江
系
（
エ
オ
カ
キ
群
）
で
は
、
外
区
周
縁
文
様
が
渦
文
か
素

文
に
限
ら
れ
る
こ
と
、
半
円
。
形
状
、
神
像
β
の
欠
如
、
銘
文
帯
が
特
徴
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
各
系
譜
を
支
え
て
い
た
の
は
広
袴
郡
牛
方
な
ど
の
製
作
機
関
や
陳
氏
な
ど
の
工
人
達
で
あ
る
。
主
な
と
こ
ろ
で
は
、
広
客
窓
系
の

広
漢
郡
尚
方
、
長
江
中
流
域
系
（
イ
群
）
の
三
羊
、
華
北
西
部
系
の
青
蓋
、
華
北
東
部
系
の
顔
氏
や
上
方
、
銭
塘
江
系
の
張
氏
鄭
氏
（
呉
郡
の
工

人
）
や
朱
氏
そ
し
て
蓋
惟
、
長
江
中
流
域
系
（
ク
ケ
群
）
の
飽
六
斎
氏
（
会
稽
郡
の
工
人
）
や
陳
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。

神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

　
図
　
系
譜
の
盛
衰
と
そ
の
背
景

・
群
ご
と
の
製
作
年
代
の
検
討

　
こ
れ
ら
の
作
鏡
系
譜
の
時
代
的
な
盛
衰
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
紀
年
銘
が
あ
れ
ば
、
製
作
年
代
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
言
系

譜
は
幾
つ
か
の
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
群
レ
ベ
ル
で
製
作
年
代
を
検
討
し
た
。
ア
群
（
広
漢
淫
声
）
カ
キ
群
（
銭
塘
江

系
）
ク
ケ
群
（
長
江
申
流
域
系
）
は
、
紀
年
銘
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
製
作
年
代
が
わ
か
る
（
表
6
）
。
し
か
し
、
イ
ウ
群
（
華
北
東
部
系
な
ど
）
や
エ
オ

群
（
蒼
黒
江
蘇
）
に
は
紀
年
銘
が
な
く
、
製
作
年
代
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
銘
文
の
流
行
年
代
に
注
目
し
た
。
こ
れ
ら
、
紀
年
銘
の
な
い

イ
ウ
エ
オ
群
は
銘
文
A
2
か
A
3
が
対
応
す
る
群
で
あ
る
（
表
5
）
。
銘
文
A
2
と
A
3
は
特
徴
句
や
配
列
位
置
に
は
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

「
吾
作
明
寛
」
を
用
い
る
四
言
句
の
銘
文
を
持
つ
点
で
共
通
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
吾
作
明
覚
」
を
用
い
る
里
帰
句
の
銘
文
の
流
行
年
代
が

明
ら
か
と
な
れ
ば
、
イ
ウ
エ
オ
群
の
製
作
年
代
も
自
ず
と
明
ら
か
と
な
る
。
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そ
こ
で
、
銭
塘
江
蘇
の
銘
文
A
3
を
対
象
に
流
行
年
代
を
検
討
し
た
。
銭
塘
江
系
（
野
獣
カ
キ
群
）
で
は
、
エ
オ
カ
群
に
「
吾
作
明
寛
」
を

用
い
る
銘
文
A
3
・
A
5
が
対
応
し
、
キ
群
に
「
造
作
明
寛
」
を
用
い
る
銘
文
A
6
が
対
応
す
る
（
表
5
）
。
力
群
と
キ
群
に
紀
年
銘
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
吾
作
明
寛
」
か
ら
「
造
作
明
覧
」
へ
の
転
換
は
紀
元
二
二
〇
～
二
四
〇
年
の
間
に
求
め
ら
れ
る
（
表
6
）
。
従
っ
て
、
銘
文
A
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
下
限
年
代
は
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一
方
、
銘
文
A
3
と
対
応
す
る
エ
オ
群
の
環
状
乳
神
獣
鏡
は
殆
ど
が
四
神
四
獣
（
環
乳
猛
B
・
掻
C
）
で
あ

り
、
紀
年
鏡
で
は
四
神
四
獣
が
永
康
元
年
に
初
め
て
認
め
ら
れ
る
の
で
、
上
限
年
代
は
、
紀
元
一
六
〇
年
前
後
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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長江中流域系
イウ エオ

その他

ク ケ 群
魏・西普

対置n【A 重列肛A 同向1IB 重列HB 対置IV 対鍛皿B

建安寸卜② 鰹安廿二② 建安廿①

建安廿四⑤ 建簑廿四① 馬蝿廿四① 建安「冒『四②

延康元① 黄初二③
；

黄初四③ 黄初三② ：

黄武四① 黄武五① 黄武五① 黄武元① …
黄武六① 黄．武六② 黄龍元① …
黄武七① ＝

黄龍元① 黄寵元⑧ …
黄龍二① 黄龍二① …
黄龍㎎① …
嘉禾二① ＝

喜禾幽②

赤鳥元① 赤烏元②

赤島五① 赤烏口①

正始五①

五鳳元①

（太平元①） 太平光①

太平二①

永安元①

永安四① 永安三①

永安六①

建興三①

泰始六①

泰始七①

泰始八①

索始九①

泰始十①

太康充① 太康二③

太康三②

太康四①
（元康o①）

太和元①
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

表6　作鏡系譜と紀年銘

絶
対

広漢郡系
轟隻牝

剣伯n
銭塘江系

竿 ア群 ウ群 力鮮 キ群
代

環乳正A 環乳【C 1・i駒1 敵列1 対置VA 対置v［3 醸列Ilc

A．D，105 元興元②

延嘉二①
A，ξ），168 氷康7盛① 氷康元①

嘉平二①

嘉平七①
A，9，葦89 【凹咽②

A．D，…96 建安元①

建安六②

建安七②

建安八①

A．D，2G5 建安十⑭
建安〔ユ①

A．D．2且5 建安iりし①

A、D．220

黄武元①

黄武二①

A．D．238 赤烏元③

最初三① 赤島三①

旗斡七①

赤島九①

赤島巳①

建興二① （建興元②）

建興二＝①

建興ロ①

職鳳三①

太平元⑦ 太平元②

太平二②

永安元⑥

永安二②

永安四① 永安四②

永安五②

永安六③

永安．ヒ②

目欝元②

廿露二①

宝鼎兀①

宝辮に③

宝鼎三①

趣衛二①

鳳鳳元②

天紀元① 芙紀元①

A．O，280 太康兄① 太康元①

太康三①

元鷹元①

窺1ξ八①

建謬頓①

太和元① 戚康三①

⑧分布と同じく、同型及びその可倦挫の繍いものも一‘1卜rl驚っ数えた㊥メし爵琴・停ま｛牛毒文を示i’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
以
上
よ
り
、
「
吾
作
明
寛
」
を
用
い
る
銘
文
A
2
と
A
3
の
流
行
年
代
は
紀
元
一
六
〇
年
頃
か
ら
紀
元
二
二
〇
年
頃
に
か
け
て
で
あ
り
、
紀

年
銘
の
な
い
イ
ウ
エ
オ
群
の
製
作
年
代
は
、
こ
の
時
期
に
求
め
ら
れ
る
（
表
6
）
。

　
こ
の
年
代
観
は
他
の
属
性
や
単
位
文
様
に
よ
っ
て
検
証
で
き
る
。
一
つ
は
、
鉦
比
（
面
径
に
対
す
る
鉦
の
比
率
）
で
あ
り
、
一
つ
は
半
円
装
飾

の
線
状
文
飾
で
あ
る
。
鉦
比
で
は
（
図
犠
）
、
建
安
年
間
以
降
の
カ
キ
ク
ケ
群
で
は
鉦
比
が
二
五
％
を
中
心
に
ま
と
ま
る
の
に
対
し
て
、
確
実

に
建
安
年
間
を
潮
る
ア
群
を
は
じ
め
イ
ウ
エ
オ
群
で
は
二
五
％
以
下
で
あ
る
。
ま
た
、
線
状
文
飾
も
紀
元
二
二
〇
年
頃
以
降
の
紀
年
銘
を
持
つ
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キ
ク
ケ
群
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
（
表
5
）
。
こ
れ
ら
か
ら
、
イ
ウ
エ
オ
群
の
製
作
年
代
は
紀
元
二
二
〇
年
前
後
ま
で
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

尚
、
長
江
中
流
域
系
の
ク
ケ
群
に
つ
い
て
は
、
紀
年
銘
に
見
る
ク
群
↓
ケ
群
（
対
置
W
）
↓
ケ
群
（
対
置
皿
B
）
と
い
う
時
期
変
化
（
表
6
）
を
、

方
格
個
数
が
減
少
す
る
傾
向
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
（
図
η
）
。

　
群
ご
と
の
製
作
年
代
を
紀
年
銘
と
銘
文
の
流
行
年
代
を
通
じ
て
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
幾
つ
か
の
画
期
が
認
め
ら
れ
る
（
表
6
）
。

紀
元
一
六
〇
年
頃
と
紀
元
一
九
〇
年
頃
、
紀
元
二
二
〇
年
頃
と
紀
元
二
四
〇
年
頃
、
紀
元
二
八
○
年
頃
で
あ
る
。
画
期
ご
と
に
こ
こ
ま
で
の
検

討
を
ま
と
め
た
の
が
図
8
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
画
期
の
具
体
的
な
様
相
は
数
値
と
社
会
背
景
を
検
討
し
て
か
ら
章
末
で
詳
述
す
る
こ
と
に
し

ょ
・
つ
。

　
さ
い
ご
に
、
魏
と
西
晋
の
紀
年
鏡
も
み
て
お
こ
う
（
表
6
）
。
魏
の
正
始
五
年
鏡
は
、
ど
の
冷
血
系
譜
に
も
関
連
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

単
位
文
様
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
典
型
的
な
型
式
に
は
含
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
西
晋
の
紀
年
を
も
つ
神
獣
鏡
に
つ
い
て
も
、

太
康
年
間
以
前
の
鏡
は
正
始
五
年
鏡
と
同
じ
で
、
ど
の
作
鏡
系
譜
に
関
連
づ
け
る
こ
と
も
難
し
い
。
し
か
し
、
太
康
年
間
以
降
の
鏡
は
、
銭
塘

江
系
や
長
江
中
流
域
系
の
作
鏡
系
譜
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・
系
譜
間
の
つ
な
が
り

　
次
に
、
作
鏡
系
譜
間
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
す
で
に
単
位
文
様
や
作
鏡
者
銘
の
検
討
で
、
い
く
つ
か
の
群
間
の
関
係
を
指
摘
し

て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
方
格
個
数
と
面
径
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
図
”
隠
）
。
方
格
個
数
・
面
上
と
も
に
、
イ
群
と
工
群
、
ウ
群
と
オ
群
が
近
似

す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
イ
群
と
馬
身
は
銭
塘
江
系
と
そ
れ
以
外
の
地
域
の
作
鏡
系
譜
に
区
別
で
き
た
が
、
面
径
や
方
格
個
数
（
製
作
時
の

割
付
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
）
が
近
い
こ
と
か
ら
、
系
譜
（
製
作
地
）
が
異
な
っ
て
い
て
も
規
格
は
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
オ
群
は
単
位
文

様
的
に
ウ
群
と
も
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
が
、
規
格
に
お
い
て
も
関
連
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
、
時
代
的
に
先
行
す
る
広
漢
郡

山
（
ア
群
）
か
ら
派
生
し
て
、
銭
塘
江
系
や
華
北
東
部
系
（
イ
ウ
エ
オ
群
）
な
ど
各
地
で
岡
じ
規
格
に
よ
る
製
作
が
開
始
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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％
3
5

30

25

20

15

個

由

ア群 イ群 ウ群 工群　　オ群　　力群
　1．各群と釜丑上ヒ

キ群 ク群 ケ群

18

16

14

12

10

8

6

ア群 イ群 ウ群 工群　　オ群　　キ群

2．各群と方格個数

ク群
ケ群　　ケ群
対置W；冠置皿B

cm

22

20

18

16

14

12

10

ア群 イ群 ウ群　　　工群　　　オ群　　　力群　　　キ群

　　　　　3．各群と面経

　　　図7　各群ごとの数値

ク群 ケ群
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加
え
て
、
系
譜
間
の
関
係
で
検
討
を
要
す
る
の
は
カ
ク
ケ
群
で
あ
る
。
前
節
で
、
カ
ク
ケ
群
は
単
位
文
様
の
関
連
性
を
重
視
し
て
製
作
地

（
系
譜
）
を
判
断
し
た
が
、
作
賢
者
銘
・
分
布
・
単
位
文
様
が
示
す
地
域
が
異
な
る
と
い
う
状
況
に
、
製
品
の
移
動
か
、
鏡
作
り
の
工
人
の
移

動
、
そ
れ
に
伴
う
情
報
（
単
位
文
様
）
の
伝
幡
・
流
入
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
を
考
え
る
に
せ
よ
、
そ
の
移
動
・
流
入
が
可
能

な
社
会
情
勢
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
移
動
・
流
入
を
必
要
と
す
る
社
会
的
な
契
機
が
あ
っ
た
の
か
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
繊
塵
江
系
と
考
え
た
力
群
の
鏡
は
、
建
安
元
（
六
）
年
か
ら
建
安
十
年
の
間
に
製
作
さ
れ
た
が
（
表
6
）
、
こ
の
時
期
に
は
、
孫
氏
政
権
が
銭

③図5．1～3

遡
江
流
域
を
支
配
し
、
長
江
中
流
域
（
江
夏
郡
）
は
郡
太
守
の
黄
租
が
支
配

し
て
い
た
。
孫
策
や
孫
権
が
建
安
四
年
、
八
年
に
江
夏
郡
に
侵
入
し
、
十
二

十
三
年
に
は
黄
租
を
滅
ぼ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
孫
権
が
こ
の
地
を
実
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
支
配
す
る
の
は
建
安
十
九
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
麻
糸
十
九

年
に
至
る
ま
で
に
、
長
江
中
流
域
と
銭
塘
江
流
域
の
間
で
、
製
品
や
工
人
、

情
報
の
移
動
が
頻
繁
に
あ
っ
た
と
は
想
像
し
に
く
い
。
と
す
る
と
、
力
群
の

鏡
は
、
銭
塘
江
流
域
で
製
作
さ
れ
、
建
安
十
九
年
以
降
に
長
江
中
流
域
に
も

た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
一
方
、
長
江
中
流
直
系
と
考
え

た
ク
ケ
群
の
鏡
は
、
江
夏
郡
が
孫
氏
政
権
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
建
安
十
九

年
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
銭
細
江
流
域
か
ら
の
工
人
の
移
動
は
社
会
情
勢
的

に
可
能
で
あ
る
。
現
那
城
が
黄
初
二
年
よ
り
呉
の
都
武
昌
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
孫
氏
政
権
の
江
夏
郡
（
上
州
）
経
営
に
伴
っ
て
、
力
群
な
ど
製

品
の
流
入
や
呉
郡
会
稽
郡
の
工
人
の
移
動
に
よ
る
ク
ケ
群
の
製
作
が
始
ま
つ

　
　
　
　
　
　
⑱

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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系譜 皇漢郡系 華北東部系　　　①　　　　　　　　長江中流域系

群 ア群 ウ群 イ群 ク群

型式
環乳
hB
環乳
hC
環乳

gC
同向

hA
対置
P
環乳
獅a

環乳

獅a

環乳
gB
環乳
tA
対置

MA
重列

gA
重刷
獅a

同向

tB

第一期

環乳
ｳA

@一第二期
撫難三認露＾

第三期

第四期
L悼

第五期

第六期

銘文 A1 A2／B C1

主な

?鏡
ﾒ銘

広漢郡西蜀

O方上方
上方・陳是・哀氏

尚方

纒絈

氏�

差黄

W� 羊�
稽山陰師唐氏／鞄氏　

@二世・朱氏呉
S張元・鄭氏・蓋維�

照図� 2．1　図2．2� 2．4　　　②　　図3．1� 2．2　　　　図2．1� 3．3　図5．4　図5．5　図4，6�

：図4．1，3，4作が考えられる時期　　①；華北西部系

　図8　七三系譜の変遷

■■製作日糊

ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
総
括
し
、
作
鏡
系
譜
の
盛
衰
を
ま
と
め
て
み
よ

。
．
「
群
」
は
、
あ
く
ま
で
型
式
か
ら
作
平
系
譜
を
抽
出
す
る
た
め
の
媒
介

あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
作
鏡
系
譜
と
型
式
の
関
係
を
中
心
に
整
理
し
た
。

の
上
で
、
時
期
と
と
も
に
か
わ
り
ゆ
く
作
鏡
系
譜
の
製
作
動
向
を
と
ら
え

（
図
8
）
。

一
期
“
二
世
紀
前
半
（
紀
元
一
〇
五
年
頃
～
紀
元
一
六
〇
年
頃
）

広
漢
郡
系
で
気
勢
I
A
の
製
作
が
始
ま
る
。
こ
の
時
期
の
神
獣
鏡
の
生
産

は
、
こ
の
系
譜
に
限
ら
れ
、
神
獣
配
置
は
三
神
三
献
だ
け
で
あ
っ
た
。
広

漢
難
癖
を
支
え
た
の
は
広
漢
郡
に
あ
っ
た
尚
方
で
な
ど
で
あ
る
。

二
期
“
二
世
紀
後
半
（
紀
元
＝
ハ
○
年
頃
～
紀
元
一
九
〇
年
頃
）

東
王
公
、
西
王
母
、
伯
牙
、
黄
帝
を
中
心
と
す
る
四
神
四
獣
の
神
獣
配
置

や
方
格
内
四
文
字
、
画
聖
帯
な
ど
新
た
な
単
位
文
様
が
出
現
し
、
各
地
で

生
産
が
開
始
す
る
。
広
上
郡
系
で
は
、
新
た
に
上
上
I
B
と
環
乳
工
C
が

出
現
す
る
。
こ
れ
と
連
動
し
て
、
各
地
で
環
乳
H
A
～
皿
C
の
製
作
が
始

ま
る
。
そ
れ
を
支
え
た
の
は
、
作
鏡
者
に
顔
氏
や
上
方
を
含
む
華
北
東
部

系
、
呉
郡
の
工
人
や
十
型
を
含
む
銭
塘
江
系
、
青
津
の
華
北
西
部
系
、
三

羊
を
含
む
長
江
中
流
域
系
な
ど
の
系
譜
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
華
北
東

　
⑲

部
系
、
銭
塘
江
系
の
二
つ
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
。
ど
の
系
譜
で
も
広
漢
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郡
系
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
面
径
な
ど
の
規
格
は
系
譜
を
超
え
て
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
銘
文
や
外
位
周
縁
文
様
、
半
円
形
状
な
ど

　
の
単
位
文
様
は
、
系
譜
ご
と
に
独
自
の
も
の
を
も
ち
、
各
地
で
詳
細
が
異
な
る
。
神
獣
配
置
や
方
格
個
数
（
割
り
付
け
）
、
面
径
な
ど
共
通
す

　
る
部
分
を
も
ち
な
が
ら
も
、
各
地
で
独
自
に
生
産
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
耳
蝉
母
系
の
生
産
は
、
こ
の
時
期
を
も
っ
て

　
終
わ
る
。

第
三
期
”
二
世
紀
末
か
ら
三
世
紀
初
頭
（
紀
元
一
九
〇
年
頃
～
紀
元
二
一
〇
年
頃
）

　
第
二
期
で
生
産
の
中
心
を
担
っ
た
華
北
東
部
系
と
銭
塘
江
南
で
は
、
回
向
式
や
地
理
な
ど
、
新
た
に
階
段
状
の
神
獣
配
置
が
生
じ
る
。
華
北

　
東
部
系
で
は
同
向
I
A
が
、
銭
塘
江
系
で
は
墨
金
I
B
と
志
向
∬
A
・
重
列
1
が
出
現
す
る
。
主
文
は
階
段
状
の
薪
し
い
神
獣
配
置
で
あ
る

　
が
、
銘
文
や
外
区
周
縁
文
様
、
半
円
形
状
な
ど
の
単
位
文
様
は
、
そ
の
系
譜
独
自
の
も
の
を
遵
守
し
て
い
る
。
尚
、
対
置
1
と
対
置
H
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
両
系
譜
で
こ
の
頃
に
出
現
し
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。

第
四
期
一
三
世
紀
初
頭
～
三
世
紀
第
二
四
半
期
中
葉
（
紀
元
二
一
四
年
頃
～
起
兀
西
○
年
頃
）

　
新
た
に
対
置
と
い
う
神
獣
配
置
が
定
着
す
る
。
長
江
中
流
二
三
の
対
置
皿
A
・
W
と
銭
骨
腫
系
の
対
置
V
A
で
あ
る
。
更
に
長
江
申
流
域
系

　
で
は
、
同
向
∬
B
と
重
工
H
A
・
H
B
の
製
作
が
始
ま
り
、
他
地
域
に
遅
れ
て
漸
く
階
段
状
の
神
獣
配
置
が
導
入
さ
れ
る
。
長
江
中
流
域
系

　
で
製
作
し
た
鏡
は
、
鏡
式
を
問
わ
ず
、
四
神
の
う
ち
伯
牙
と
鍾
子
期
に
代
わ
っ
て
、
神
農
・
蒼
頷
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
つ
た
長

　
江
中
流
域
系
で
の
新
た
な
展
開
は
、
建
安
十
九
年
か
ら
の
呉
の
荊
州
（
江
夏
郡
）
経
営
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
会
稽
郡
や
呉
郡
な
ど
聖
地
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
系
の
工
人
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
華
北
東
部
系
で
も
生
産
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
対
置

　
と
い
う
新
し
い
神
獣
配
置
は
定
着
し
な
か
っ
た
。

第
五
期
”
三
世
紀
第
二
四
半
期
～
三
世
紀
第
三
四
半
世
紀
（
紀
元
一
壷
○
年
頃
～
紀
元
二
八
○
年
頃
）

　
新
た
な
神
獣
配
置
や
そ
の
他
の
単
位
文
様
の
創
出
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
銭
塘
江
系
で
は
、
対
置
V
A
の
製
作
が
隆
盛
し
、
新
た
な

　
外
区
周
縁
文
様
を
も
つ
対
置
V
B
の
製
作
が
始
ま
る
。
ま
た
、
前
後
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
後
半
に
は
突
如
と
し
て
重
列
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∬
C
が
製
作
さ
れ
る
。
長
江
中
流
域
系
で
は
、
対
置
W
の
製
作
が
続
き
、
対
置
斑
B
の
製
作
が
始
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
生
産
は
前
代
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
も
や
や
下
降
気
味
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
神
獣
鏡
生
産
の
中
心
は
銭
塘
江
南
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
魏
や
西
晋
の
華
北
で
も
、
若
干
の

　
神
獣
鏡
を
生
産
し
て
い
た
が
、
特
徴
的
な
単
位
文
様
を
擁
す
る
ほ
ど
体
系
的
な
生
産
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

第
六
期
　
三
世
紀
第
四
四
半
世
紀
以
降
（
紀
元
二
八
○
年
以
降
）

　
銭
塘
江
系
や
長
江
中
流
早
事
で
生
産
さ
れ
る
が
、
新
た
な
神
獣
配
置
や
そ
の
他
の
単
位
文
様
の
創
出
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ
以
前
の
鏡
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
は
明
確
に
区
別
で
き
な
い
。
新
た
に
呉
郡
の
青
息
や
青
蓋
な
ど
の
作
鏡
者
銘
を
み
た
り
、
銘
文
C
2
に
は
若
干
の
新
し
い
特
徴
句
が
現
れ
る

　
が
、
そ
の
銘
文
は
後
手
代
の
銘
文
の
～
部
を
取
り
込
ん
で
い
た
り
、
半
円
装
飾
で
も
既
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
渦
文
装
飾
を
再
び
用
い
る
な
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
彷
古
の
風
潮
は
見
逃
せ
な
い
。

　
こ
の
六
つ
の
画
期
は
、
他
の
後
漢
鏡
と
の
共
伴
例
は
な
い
も
の
の
対
応
す
る
絶
対
年
代
か
ら
、
第
一
期
は
漢
鏡
六
期
に
、
第
二
三
期
は
漢
鏡

　
　
　
　
　
　
　
⑳

七
期
に
相
当
す
る
。
他
の
鏡
式
の
検
討
を
俊
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
便
宜
的
に
第
四
期
を
三
国
鏡
｝
期
、
第
五
期
を
三
国
鏡
二
期
と
し
、

第
六
期
を
西
晋
鏡
期
と
し
て
お
く
。

神獣鏡の作柄系譜とその盛衰（上野）

①
銘
文
に
記
さ
れ
た
製
作
劇
詩
の
こ
と
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

②
対
匿
1
は
、
イ
群
ウ
群
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
が
、
方
格
内
四
文
宇
が
あ
る
と

　
い
う
点
か
ら
、
便
宜
的
に
ウ
群
に
含
め
た
。

③
分
布
の
検
討
は
、
明
確
に
出
土
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限
っ
た
。
伝
出
土
資
料

　
は
梅
原
宋
治
氏
が
ま
と
め
た
伝
紹
興
出
土
の
鏡
に
つ
い
て
の
み
、
図
6
で
伝
紹
興

　
出
土
と
し
て
表
示
し
た
。
ま
た
、
三
章
の
型
式
の
検
討
で
は
、
同
型
資
料
は
一
件

　
と
し
て
数
え
た
が
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
を
一
件
ず
つ
数
え
た
〔
梅
原
一
九
三
九
〕
。

④
図
6
で
は
、
後
漢
代
の
行
政
地
理
境
界
線
を
示
し
た
。
胴
史
部
や
郡
の
領
域
は

　
後
漢
代
と
三
国
時
代
で
は
、
若
干
異
な
る
も
の
の
大
差
は
無
い
。
刺
史
部
の
領
域

　
は
、
猫
其
験
氏
の
歴
史
地
図
に
従
っ
た
〔
鷹
一
九
八
二
〕
。
尚
、
江
夏
郡
治
は
後

　
漢
代
と
三
国
時
代
で
は
若
干
移
動
す
る
。
図
6
で
は
、
三
百
時
代
の
江
夏
郡
治

　
（
本
圃
城
）
を
示
し
た
。

⑤
上
方
と
は
、
門
尚
方
」
の
仮
借
で
あ
る
が
、
実
際
の
製
作
に
お
け
る
尚
方
と
の

　
関
係
は
未
詳
で
あ
る
〔
岡
村
一
九
九
二
〕
。

⑥
山
東
郡
城
出
土
例
（
黄
河
流
域
）
は
、
銘
文
が
「
吾
作
明
鏡
幽
涼
三
岡
周

　
刻
無
極
偏
で
あ
り
、
銘
文
A
2
と
銘
文
A
3
の
折
衷
的
な
珍
し
い
例
で
あ
る
が
、

　
こ
れ
を
銘
文
A
2
と
し
て
環
乳
H
A
に
含
め
た
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
〔
胡
・
王

　
一
九
九
七
〕
。

⑦
門
三
羊
漏
銘
の
盤
龍
鏡
や
画
像
鏡
が
湖
北
那
城
や
宜
都
、
湖
南
長
沙
や
株
洲
な

　
ど
長
江
中
流
域
で
出
土
し
て
い
る
〔
湖
北
省
博
物
館
・
那
州
市
博
物
館
編
一
九
八
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六
〕
園
版
8
3
・
跳
・
U
9
等
〔
宜
昌
地
区
博
物
館
・
寛
都
県
文
化
館
一
九
八
八
〕

　
〔
周
編
一
九
八
七
〕
〔
饒
一
九
八
七
〕
。
「
上
方
」
銘
の
浮
彫
式
獣
帯
鏡
が
楽
浪
地

　
域
で
、
盤
龍
鏡
が
長
江
中
流
域
（
湖
北
河
陽
）
で
出
土
し
て
い
る
〔
関
野
一
九
二

　
七
〕
麟
＝
曇
コ
一
〔
娩
一
九
八
九
〕
。

⑧
〔
郭
｝
九
八
二
〕
〔
唐
・
郭
一
九
八
三
〕
等
。
こ
れ
ら
の
出
土
例
を
ふ
ま
え
て
、

　
岡
村
氏
は
「
膏
蓋
扁
を
四
川
で
の
製
作
と
推
定
し
、
近
藤
喬
一
氏
は
陳
西
で
の
製

　
作
の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
〔
岡
村
一
九
九
三
〕
〔
近
藤
｝
九
九
三
〕
。

⑨
門
顔
氏
」
は
、
晋
龍
三
年
鏡
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
検
討
し
た
福
永
氏
は
、

　
顔
氏
の
鏡
は
魏
1
1
華
北
東
部
地
域
の
系
譜
に
連
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
〔
福

　
永
一
九
九
九
〕
。
尚
、
顔
氏
は
古
く
は
孔
子
の
高
弟
顔
回
を
導
出
し
た
魯
国
（
山

　
東
南
部
）
の
勢
族
で
あ
る
〔
岡
村
一
九
九
九
〕
。

⑩
〔
単
一
九
四
〇
〕
で
は
、
ウ
群
に
含
む
べ
き
環
乳
H
C
二
例
が
運
脚
と
山
東
か

　
ら
出
土
し
た
と
伝
え
て
い
る
（
謝
鏡
と
玉
箒
一
こ
の
数
字
は
田
中
・
購
村
訳
書
の

　
番
暑
）
。
ウ
群
が
華
北
東
部
や
華
北
酉
部
に
分
布
す
る
こ
と
を
配
慮
す
れ
ば
、
こ

　
の
記
述
は
事
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

⑪
　
青
銅
器
に
鋳
出
す
る
銘
文
に
、
筆
画
を
減
ら
す
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
「
幽
妙
」

　
は
「
朱
氏
」
の
筆
画
を
減
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
「
角
帯
扁
と
い
う

　
姓
は
極
め
て
少
な
い
。
「
朱
氏
扁
は
、
『
後
漢
書
臨
や
隅
三
園
志
臨
に
記
述
の
あ
る

　
朱
偽
（
会
稽
上
磯
人
）
・
朱
治
（
丹
州
故
郭
人
）
・
朱
桓
（
呉
郡
呉
入
）
・
朱
擦

　
（
鯉
濃
黒
人
）
ら
を
帯
出
し
た
江
南
の
勢
族
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
漢
末

　
（
蕪
平
年
問
）
か
ら
呉
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
る
。

⑫
銘
文
A
5
と
銘
文
A
4
は
「
朱
雀
玄
武
」
や
「
五
帝
三
皇
」
の
句
な
ど
を
共
有

　
す
る
。

⑬
「
青
蓋
」
に
つ
い
て
、
イ
群
の
環
乳
H
B
に
み
た
欝
一
4
蓋
」
と
同
…
隣
し
な
い

　
ほ
う
が
よ
い
〔
王
士
倫
編
一
九
八
七
〕
図
版
7
5
。
こ
の
鏡
の
銘
文
は
「
青
蓋
明
寛

　
以
発
受
　
撹
賭
四
方
照
中
鷺
　
朱
雀
玄
武
師
牛
裂
　
左
龍
右
虎
一
で
あ
り
、
環
乳

　
H
B
と
結
び
つ
く
銘
文
A
2
と
は
異
な
る
ら
で
あ
る
。
日
本
の
開
眼
泰
遠
寺
山
古

　
墳
と
愛
媛
天
幕
古
墳
よ
り
出
土
し
た
環
状
乳
神
獣
鏡
は
、
神
像
表
現
な
ど
は
異
な

　
る
も
の
の
、
こ
の
「
膏
蓋
」
銘
で
あ
り
同
じ
銘
文
を
も
つ
。
こ
れ
ら
は
太
康
元
年

　
以
降
の
紀
年
鏡
に
「
清
羊
」
と
あ
る
作
鏡
者
銘
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
〔
近

　
藤
一
九
九
三
〕
。
青
蓋
に
つ
い
て
は
、
諸
氏
が
醤
及
し
て
い
る
が
、
先
に
イ
群
で

　
ふ
れ
た
華
北
西
部
（
四
川
・
挾
西
方
薗
）
の
青
田
（
註
⑧
参
照
）
と
呉
郡
清
羊
に

　
連
な
る
膏
蓋
は
区
註
し
て
考
え
て
お
き
た
い
〔
王
～
九
八
六
a
〕
〔
岡
村
一
九
九

　
三
〕
〔
笠
野
｛
九
九
三
〕
〔
近
藤
一
九
九
三
〕
。

　
　
尚
、
作
撰
者
銘
の
「
蓋
」
の
つ
な
が
り
か
ら
、
銭
塘
江
上
（
工
群
）
の
蓋
惟
と

　
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

⑭
銭
捲
江
流
域
の
系
譜
は
、
銭
遡
江
系
と
表
現
し
た
。

⑮
下
限
年
代
に
幅
を
持
た
せ
た
の
は
、
「
造
作
明
覧
縣
を
用
い
る
銘
文
A
6
は
既

　
に
紀
元
二
二
〇
年
頃
に
は
出
現
す
る
が
、
本
格
的
に
流
行
す
る
の
は
赤
鳥
年
問

　
（
紀
元
二
三
八
～
二
五
一
年
）
以
降
で
あ
り
、
そ
の
間
に
は
讐
吾
作
明
寛
偏
を
用

　
い
る
銘
文
も
若
干
は
使
用
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

⑯
華
北
東
部
系
（
イ
ウ
群
）
な
ど
で
の
下
限
年
代
は
、
後
続
す
る
新
し
い
銘
文
型

　
式
が
無
い
こ
と
か
ら
、
明
確
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
山
田
氏
は
、
定

　
型
式
鏡
（
同
向
1
A
に
幽
幽
）
の
製
作
年
代
を
三
世
紀
の
第
一
・
二
四
半
世
紀
で

　
あ
る
と
検
討
し
て
い
る
〔
小
山
田
一
九
九
三
〕
。

⑰
『
呉
再
認
呉
主
伝
第
二
「
建
安
四
年
、
卜
占
書
聖
江
太
守
劉
動
。
肩
甲
、
進

　
討
黄
祖
於
沙
羨
。
…
…
八
年
、
歯
型
伐
黄
祖
、
破
其
舟
軍
、
惟
城
未
克
、
…
…
十

　
二
年
、
西
征
黄
祖
、
虜
其
人
民
而
還
。
十
王
年
春
、
権
復
征
黄
祖
、
…
…
遂
屠
其

　
城
。
…
…
十
九
年
五
月
…
…
遂
分
荊
州
、
長
沙
、
江
夏
、
桂
陽
東
属
権
、
南
郡
、

　
零
陵
、
武
陵
以
西
属
備
。
」

　
　
こ
の
他
に
も
、
後
漢
書
劉
表
伝
、
三
国
志
早
書
標
準
伝
、
王
国
志
望
書
劉
縣
伝

　
か
ら
、
建
安
年
間
の
長
江
中
流
域
と
銭
蒲
江
流
域
の
抗
争
が
う
か
が
え
る
。
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

⑱
ク
ケ
群
で
は
対
澱
m
A
以
外
、
神
像
β
や
誓
文
帯
は
見
ら
れ
ず
、
岡
じ
長
江
中

　
流
域
系
で
も
イ
群
と
は
異
な
る
部
分
が
あ
る
（
表
5
）
。
こ
れ
は
、
ク
ケ
群
が
銭

　
塘
江
系
（
エ
車
群
）
の
工
人
の
移
動
に
よ
っ
て
生
産
が
始
ま
る
こ
と
に
由
来
す
る

　
の
で
あ
ろ
う
。
銘
文
帯
の
流
行
は
も
っ
と
も
顕
著
な
表
れ
で
あ
る
。
尚
、
力
群
と

　
ク
ケ
群
の
鏡
に
つ
い
て
、
王
仲
殊
氏
も
私
と
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
を
し
て
い
る
。
し
か

　
し
、
王
氏
は
ク
ケ
群
に
含
ま
れ
る
平
安
廿
四
年
号
な
ど
は
、
作
髭
者
銘
通
り
銭
塘

　
江
流
域
に
て
製
作
さ
れ
、
銭
塘
江
系
工
人
の
移
動
は
黄
初
一
一
年
で
あ
る
と
考
え
て

　
い
る
〔
王
｝
九
八
七
〕
。
こ
れ
ら
長
江
中
流
域
で
の
明
確
な
製
作
開
始
時
期
に
つ

　
い
て
は
、
今
回
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
と

　
し
た
い
。

⑲
前
節
で
華
北
東
部
系
（
ウ
群
）
の
製
作
地
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、
選
択
の
違
い

　
は
あ
れ
、
漫
文
帯
な
ど
の
単
位
文
様
が
共
通
し
た
り
、
上
向
式
が
同
時
に
出
現
す

　
る
な
ど
、
そ
の
製
作
地
は
銭
塘
江
系
に
近
い
准
河
流
域
の
可
能
性
が
高
い
。
尚
、

　
こ
れ
ら
は
福
永
氏
ら
の
指
摘
す
る
華
北
東
部
地
域
の
系
譜
と
の
関
連
が
想
定
で
き

　
る
が
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
〔
福
永
～
九
九
九
〕
。
私
は
寧
ろ
岡
村
氏
の
指
摘
す

　
る
徐
州
系
と
関
連
す
る
も
の
と
想
定
す
る
〔
醐
村
一
九
九
九
五
b
〕
。

⑳
対
置
1
は
便
宜
的
に
華
北
東
部
系
に
含
め
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
註

　
②
参
照
。

⑳
た
だ
し
、
長
江
中
流
域
系
（
ク
ケ
群
）
の
鏡
と
そ
れ
に
先
行
す
る
呉
郡
の
工
人

　
の
製
品
を
含
む
銭
塘
江
系
（
工
群
）
の
鏡
は
単
位
文
様
的
に
異
な
り
、
銭
塘
江
系

　
の
鏡
に
会
稽
郡
の
作
鏡
者
銘
は
な
い
。
会
稽
郡
の
作
鏡
者
銘
は
長
江
中
流
域
系
に

　
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
長
江
中
流
翠
雲
の
生
産
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
会
稽

　
郡
系
の
工
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
長
江
中
流
域
系
で
先
行
す
る
イ
群
と

　
は
つ
な
が
ら
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
（
註
⑱
）
、
こ
の
時
期
の
長
江

　
中
流
域
系
に
「
三
羊
」
の
実
費
者
銘
が
み
え
な
い
こ
と
も
そ
の
可
能
性
を
商
め
て

　
い
る
。
建
安
年
間
の
銭
塘
江
流
域
と
長
江
下
流
域
と
の
抗
争
と
、
そ
れ
に
続
く
赤

　
壁
の
戦
い
に
前
後
す
る
社
会
混
配
の
中
で
、
長
江
中
流
域
系
の
生
産
は
一
時
的
に

　
途
絶
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑳
　
こ
の
時
期
に
新
し
い
文
様
の
創
出
が
な
く
、
模
倣
鏡
が
申
心
と
な
る
こ
と
は
、

　
森
下
章
司
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
〔
森
下
～
九
九
八
〕
。
し
か
し
、
こ
こ
で

　
挙
げ
た
対
置
皿
B
・
W
・
V
A
・
V
B
を
第
三
期
の
対
置
盟
A
の
模
倣
（
退
化
的

　
風
潮
）
だ
け
で
評
価
す
る
の
に
は
、
少
し
疑
問
を
感
じ
る
。
新
た
に
銘
文
型
式

　
（
銘
文
A
6
）
が
成
立
・
定
着
す
る
こ
と
は
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に

　
も
薪
し
い
要
素
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
鏡
を
模
倣
と
考

　
え
る
と
、
神
獣
鏡
は
他
の
模
倣
鏡
と
は
異
な
っ
て
、
上
蓋
と
模
倣
鏡
の
製
作
時
期

　
が
達
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
模
倣
で
は
な
く
型
式
変
遷
と
評
価
す
る

　
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
突
如
製
作
さ
れ
た
重
工
H
C
は
模
倣
で
あ
る
と
考
え
る

　
が
、
精
緻
な
鋳
上
が
り
で
あ
り
、
模
倣
を
生
産
の
退
潮
傾
向
だ
け
で
評
価
し
な
く

　
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑬
　
青
垣
に
つ
い
て
は
、
紀
年
銘
も
な
く
、
単
位
文
様
や
神
獣
配
置
的
に
こ
の
時
期

　
で
あ
る
と
い
う
積
極
的
な
根
拠
は
な
い
。
そ
の
製
作
時
期
は
、
青
蓋
銘
の
神
獣
鏡

　
を
検
討
し
た
近
藤
氏
の
説
に
従
っ
た
〔
近
藤
～
九
九
三
〕
。

⑳
こ
の
時
期
の
銭
塘
江
系
の
鏡
と
長
江
中
流
域
系
の
鏡
は
、
半
円
形
状
な
ど
は
異

　
な
っ
て
い
て
も
、
神
像
表
現
は
酷
似
し
て
い
る
。
今
圓
は
細
か
く
神
像
表
現
を
分

　
類
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
時
期
の
神
像
は
頭
部
が
丸
く
表
現
さ
れ
、
特
徴
的
で
あ

　
る
。
他
に
異
な
る
単
位
文
様
を
も
ち
つ
つ
も
、
神
像
表
現
が
共
通
す
る
と
い
う
状

　
況
を
ふ
ま
え
て
、
「
彷
古
の
風
潮
」
を
加
味
し
つ
つ
、
西
晋
鏡
を
よ
り
細
か
い
レ

　
ベ
ル
で
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
長
江
中
流
域
系
（
対
置
皿
B
）
の
「
呉
郡

　
膏
羊
扁
と
銭
塘
江
津
（
対
置
V
A
）
の
「
黒
蓋
」
の
関
係
も
含
め
た
検
討
が
必
要

　
と
な
ろ
う
。
現
段
階
で
の
検
討
で
は
、
こ
の
時
期
に
は
銭
塘
江
系
・
長
江
中
流
域

　
系
の
二
つ
の
系
譜
で
生
産
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
い
。

⑮
　
　
〔
岡
村
一
九
九
三
〕
。

（595）65



五
　
お
　
わ
　
り
　
に

66 （596）

　
環
状
乳
・
対
置
式
・
同
向
式
・
重
列
の
各
神
獣
鏡
を
対
象
と
し
て
、
作
鏡
系
譜
を
抽
出
し
、
そ
の
盛
衰
を
描
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
従
来

看
過
さ
れ
て
い
た
神
獣
鏡
の
型
式
学
的
研
究
に
取
り
組
み
、
作
動
系
譜
を
検
討
し
た
結
果
、
各
系
譜
は
銘
文
を
は
じ
め
と
し
た
独
自
の
特
徴
的

な
単
位
文
様
を
も
ち
、
そ
れ
を
反
映
し
た
様
々
な
鏡
式
を
製
作
し
て
お
り
、
そ
の
製
品
は
特
定
の
地
域
に
流
通
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
具
体

的
に
は
、
広
漢
郡
系
・
華
北
西
部
系
・
華
北
東
部
系
・
長
江
中
流
域
系
・
銭
畑
江
系
の
五
つ
の
系
譜
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、

後
漢
中
期
三
世
紀
初
頭
）
か
ら
置
据
時
代
（
三
世
紀
末
）
の
間
に
六
つ
の
画
期
を
見
い
だ
し
、
各
系
譜
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
な
が
ら
盛
衰

し
て
ゆ
く
様
相
を
よ
り
如
実
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
～
つ
に
、
従
来
は
「
江
南
で
の
製
作
」
と
評
価
さ
れ
て
き
た
神
獣
鏡
に
対
し
て
、

銘
文
や
嚢
底
周
縁
文
様
、
神
像
表
現
な
ど
に
お
い
て
銭
亀
江
系
（
江
南
）
と
は
は
っ
き
り
区
別
で
き
る
華
北
東
部
系
の
存
在
を
示
せ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
外
表
周
縁
文
様
は
菱
寛
文
で
あ
る
か
、
「
吾
作
明
覚
」
で
始
ま
る
銘
文
に
続
い
て
ゆ
く
句
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
な
ど
を
判
断
す
る
こ
と
で
系
譜
は
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
江
南
で
の
製
作
」
に
も
、
銘
文
を
は
じ
め
と
す
る
単
位
文
様
に

よ
っ
て
、
銭
暴
露
系
と
長
江
中
流
域
系
に
系
譜
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
数
的
な
保
証
に
裏
付
け
さ
れ
る
型
式
学
的
研
究
を
経
た
こ
と
で

今
後
出
土
す
る
一
件
一
件
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
銘
文
と
至
宝
周
縁
文
様
を
軸
と
し
た
特
徴
的
な
単
位
文
様
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

作
鏡
系
譜
（
製
作
地
）
を
推
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
神
獣
鏡
の
作
鏡
系
譜
と
そ
の
盛
衰
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
手
工
業
生
産
史
の
立
場
か
ら
鏡
を
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

確
実
に
製
作
系
譜
を
追
及
で
き
る
遺
物
の
少
な
い
こ
の
時
代
の
好
例
と
し
て
、
古
代
・
申
世
の
手
工
業
生
産
史
を
評
価
・
検
討
す
る
上
で
一
定

　
　
　
　
　
　
　
　
①

点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
尚
、
抽
出
し
た
作
方
系
譜
に
従
え
ば
、
日
本
出
土
の
神
獣
鏡
は
華
北
東
部
系
（
イ
ウ
群
）
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
多
い
（
図
6
）
。
こ
れ
に
比

べ
て
、
銭
塘
江
系
や
長
江
中
流
域
系
で
製
作
さ
れ
た
も
の
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
古
墳
時
代
の
始
ま
り
お
よ
び
そ



の
前
後
の
交
易
関
係
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
今
回
は
、
各
神
獣
鏡
か
ら
作
鏡
系
譜
を
抽
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
神
獣
鏡
の
生
産
と
共
に
出
現
し
た
の
か
、
神
獣
鏡
の
生
産
に
先
立
っ
て
存

在
し
た
の
か
、
今
後
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
系
譜
で
は
、
神
獣
鏡
以
外
の
鏡
も
生
産
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

華
北
西
部
系
（
イ
群
）
で
「
青
蓋
」
銘
の
盤
龍
鏡
と
、
華
北
東
部
系
や
長
江
中
流
域
系
（
イ
群
）
で
「
上
方
」
銘
や
「
三
羊
」
銘
の
盤
龍
鏡
や

浮
彫
式
獣
帯
鏡
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
た
が
、
更
に
銘
文
や
作
癖
者
銘
を
通
じ
て
、
斜
縁
二
神
二
獣
身
は
華
北
東
部
系
、
「
呉
郡
」
銘
の
画
像

鏡
は
銭
塘
江
系
に
関
連
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
今
圓
の
分
析
方
法
と
結
果
を
敷
評
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
画
像
鏡
や
盤
龍
鏡
な

ど
に
つ
い
て
も
作
鏡
系
譜
は
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
漢
鏡
の
作
鏡
系
譜
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

①
古
代
中
国
の
手
工
業
生
産
史
は
、
遺
物
に
記
さ
れ
る
銘
文
や
紀
年
銘
と
文
献
を

　
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
製
作
機
関
と
そ
の
生
産
の
盛
衰
を
検
討
す
る
と
い
う
方

　
法
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
適
妾
な
出
土
遺
物
が
少
な
い
こ
と
か

　
ら
、
遺
物
の
単
位
文
様
や
属
性
と
製
作
機
関
を
結
び
つ
け
ら
れ
る
議
論
は
少
な
い

　
〔
佐
藤
｝
九
六
二
〕
〔
櫃
本
・
町
田
一
九
七
四
〕
〔
方
～
九
八
二
〕
。
二
世
紀
以
降

　
は
（
現
存
す
る
）
出
土
遺
物
が
更
に
少
な
く
な
り
、
手
工
業
生
産
の
実
態
を
検
討

　
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点
、
｝
定
数
存
在
し
、
製
作
者
・
製
作
機
関
を
明
示

　
す
る
鏡
は
格
好
の
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。

【
図
版
出
典
】
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九
八
七
”
5
4

2
半
円
a
・
渦
5
．
藩
士
倫
編
　
～
九
八
七
”
6
2

3
．
半
円
b
・
線
状
文
飾
．
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵

4
、
半
円
b
・
線
状
文
飾
五
島
美
術
館
学
芸
部
編
　
一
九
九
二
”
2
0

5
．
半
円
。
・
線
状
文
飾
．
五
島
美
術
館
学
芸
細
編
　
｝
九
九
二
U
5
5

1
．
渦
文
．
王
黒
穂
編
　
一
九
八
七
け
6
2

2
．
菱
雲
文
．
陳
楓
券
編
　
一
九
八
七
”
5
4

3
．
唐
草
文
．
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵

4
連
環
文
，
中
国
青
銅
器
全
集
編
集
委
員
会
編
　
一
九
九
九
”
6
6

5
．
波
状
窟
草
文
，
五
島
美
術
館
学
芸
部
編
　
一
九
九
二
一
6
7

図
2
　
1
．
五
島
美
術
館
学
芸
部
編
　
｝
九
九
二
日
1
3

　
　
　
2
．
王
士
倫
編
　
一
九
八
七
一
6
2

　
　
　
3
．
湖
北
省
博
物
館
・
那
州
市
博
物
館
編
　
一
九
八
六
”
㎜
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図
3
　
1

図
4
　
1

図
5

4
．
陳
似
三
編
　
一
九
八
七
一
5
4

　
．
梅
原
　
一
九
王
一
”
図
版
5
4

2
　
象
山
県
文
物
管
理
委
員
会
　
～
九
九
七

3
．
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵

4
．
樋
口
編
　
一
九
九
〇
”
5
5

5
．
王
士
倫
編
　
一
九
八
七
一
彩
版
7

6
．
五
島
美
術
館
学
芸
部
編
　
一
九
九
二
一
5
5

7
．
王
士
倫
編
　
一
九
八
七
一
7
0

　
．
中
国
青
銅
器
全
集
編
集
委
員
会
　
～
九
九
九
”
9
7

23
．

4
．

5
．

6
．

－
．2

．
34

．
5
．

6
．

陳
楓
煮
端
　
～
九
八
七
一

陳
偲
券
編
　
一
九
八
七
　

京
都
国
立
博
物
館
蔵

王
士
倫
編
　
一
九
八
七

泉
屋
博
古
館
蔵

62　6165

　
　
　
　
　
　
　
同
館
写
真
資
料

湖
北
省
博
物
館
・
邪
州
市
博
物
館
編
　
～
九
八
六
一
5
0

京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵

中
国
青
銅
器
全
集
編
集
員
会
編
　
一
九
九
九
”
6
6

和
泉
市
久
保
惣
紀
年
美
術
館
蔵
　
同
館
写
真
資
料

湖
北
省
博
物
館
・
郷
州
市
博
物
館
編
　
　
一
九
八
六
”
田

五
島
美
術
館
学
芸
部
編
　
一
九
九
二
一
3
5

【
参
考
文
献
】

鵜
島
三
静
　
一
九
九
一
「
龍
錘
を
持
つ
鏡
－
太
圏
南
2
号
墳
繊
土
山
を
中
心
に

　
一
」
糊
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
嚇
第
二
集

梅
原
末
治
　
一
九
三
一
噸
欧
米
に
於
け
る
支
那
古
鏡
輪
刀
江
書
院

梅
原
末
治
　
一
九
三
九
繊
麗
興
古
鏡
聚
蔑
視
桑
名
文
星
堂

王
士
倫
編
　
…
九
八
七
咽
漸
江
出
土
銅
鏡
』
文
物
出
版
社

．
王
紳
殊
　
一
九
八
五
「
呉
県
、
山
陰
和
武
昌
一
従
銘
文
看
三
国
時
代
呉
的
銅
鏡
睦

　
地
1
」
．
『
考
古
匝
一
九
八
五
年
一
～
期

王
紳
殊
　
一
九
八
六
a
「
”
青
羊
”
為
呉
郡
鏡
工
考
…
再
論
東
漢
、
王
国
、
西
晋

　
時
期
呉
郡
所
産
的
銅
鏡
1
」
『
考
古
㎞
　
一
九
八
六
年
七
期

王
仲
殊
　
一
九
八
六
b
「
呉
鏡
師
所
作
隔
世
所
作
神
獣
鏡
論
考
偏
『
考
古
撫
一
九
八

　
六
年
一
一
期

王
仲
殊
　
～
九
八
七
「
“
黄
初
”
、
“
黄
土
”
、
“
黄
龍
”
紀
年
鏡
謹
辞
綜
繹
」
隅
考
古
隔

　
　
一
九
八
七
年
七
期

岡
村
秀
典
　
一
九
八
四
「
前
漢
鏡
の
編
年
と
様
式
扁
『
史
林
輪
第
六
七
巻
第
五
号

岡
村
秀
典
　
一
九
九
二
門
浮
彫
式
獣
帯
鏡
と
古
墳
出
現
期
の
社
会
扁
『
出
雲
に
お
け

　
る
古
墳
の
出
現
を
探
る
1
松
本
古
墳
群
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
1
』

岡
村
秀
典
　
一
九
九
三
「
後
漢
鏡
の
編
年
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
止
鼠

　
第
五
五
集

岡
村
秀
典
　
一
九
九
五
a
「
漢
・
六
朝
代
の
紀
年
鏡
」
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
盛
王

　
八
八
号

岡
村
秀
典
　
一
九
九
五
b
「
楽
浪
出
土
鏡
の
諸
問
題
」
㎎
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
㎞
三

　
九
二
暑

岡
村
秀
典
　
｝
九
九
九
『
一
二
角
縁
神
獣
鏡
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館

小
山
田
宏
一
　
一
九
九
三
門
画
讃
帯
同
向
式
神
獣
脂
と
そ
の
日
本
へ
の
流
入
時
期

　
一
鏡
か
ら
み
た
「
3
世
紀
の
歴
史
的
粋
組
み
」
の
予
察
1
」
『
弥
生
文
化
博

　
物
館
研
究
報
告
輪
第
二
集

郭
清
華
　
一
九
八
一
一
「
園
田
勉
県
老
親
寺
四
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
噸
考
古
与
文
物
』

　
　
一
九
八
二
年
二
期

笠
野
毅
　
一
九
九
三
「
舶
載
書
論
」
噸
古
墳
時
代
の
研
究
嚇
第
十
王
巻
　
雄
山
閣

櫃
本
杜
人
・
町
田
章
　
一
九
七
四
「
漢
讃
紀
年
銘
漆
器
聚
成
」
欄
楽
浪
漢
墓
無
第
一

　
冊
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神獣鏡の作鏡系譜とその盛衰（上野）

岸
本
直
文
　
一
九
八
九
「
三
角
縁
神
獣
鏡
製
作
の
工
入
群
」
㎎
史
林
』
第
七
二
巻
第

　
五
号

宜
昌
地
区
博
物
館
・
宜
都
県
文
化
館
　
一
九
八
八
「
湖
北
宜
都
県
城
発
現
～
座
中
漢

　
墓
」
隅
考
古
輪
　
一
九
八
八
年
一
〇
期

孔
祥
星
・
劉
｝
蔓
　
～
九
八
四
『
中
国
古
代
銅
鏡
史
劇
中
国
書
店
（
高
倉
洋
彰
・
園

　
崎
博
之
・
渡
辺
芝
郎
訳
）

胡
新
立
・
粛
軍
　
一
九
九
七
「
山
東
郷
城
古
代
銅
鏡
選
梓
」
噸
文
物
触
一
九
九
七
年

　
七
期

五
島
美
術
館
学
芸
部
編
　
｝
九
九
二
『
前
漢
か
ら
元
時
代
の
紀
年
鏡
』

湖
北
省
博
物
館
・
那
州
市
博
物
館
編
　
～
九
八
六
『
平
城
漢
三
国
六
朝
細
濁
臨
文
物

　
出
版
社

近
藤
喬
一
　
一
九
九
三
「
酋
晋
の
鏡
扁
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
㎏
第
五

　
五
集

佐
藤
武
敏
　
｝
九
六
二
『
中
国
古
代
工
業
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

周
露
呈
編
　
一
九
八
七
噸
銅
鏡
図
録
』
湖
南
美
術
出
版
社

饒
澤
民
　
一
九
八
七
門
株
洲
発
現
漢
式
三
角
縁
銅
鏡
扁
『
湖
南
考
古
集
刊
㎞
四

関
野
貞
ほ
か
　
一
九
二
七
隅
楽
浪
郡
時
代
の
遺
蹟
臨
（
魍
古
蹟
調
査
特
別
報
告
暁
第
四

　
冊
）

象
山
県
文
物
管
理
委
員
会
　
一
九
九
七
門
漸
江
象
山
県
清
理
一
座
東
漢
墓
」
『
考
古
隔

　
一
九
九
七
年
七
期

田
中
琢
　
～
九
八
三
「
方
格
規
矩
四
神
鏡
系
倭
鏡
分
類
試
論
扁
『
文
化
財
論
叢
隔
　
奈

　
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集

中
藁
囲
学
院
考
古
研
究
所
編
　
一
九
五
九
『
焼
溝
漢
墓
隔
中
国
田
野
考
古
報
告
集

　
考
古
学
専
刊
丁
種
第
六
号
　
科
学
出
版
社

中
国
青
銅
器
全
集
編
集
委
員
会
編
　
～
九
九
九
噸
中
国
青
銅
器
全
集
臨
1
6
口
頼
　
文

　
物
出
版
社

黒
子
　
　
噸
三
国
志
輪
中
華
書
局

陳
傭
券
編
　
一
九
八
七
欄
上
海
博
物
館
蔵
青
銅
鏡
』
上
海
書
画
出
版
社

唐
金
裕
・
郭
清
華
　
一
九
八
三
「
陳
西
勉
県
紅
本
営
漢
墓
清
理
簡
報
偏
『
考
古
与
文

　
物
臨
　
一
九
八
三
年
四
期

西
陣
守
夫
　
一
九
六
八
「
神
獣
鏡
の
図
像
－
白
払
子
楽
の
銘
文
を
中
心
と
し
て

　
一
」
『
ζ
Q
ω
国
d
ζ
臨
冨
。
』
O
圃

西
田
守
夫
　
一
九
七
一
門
三
角
縁
神
獣
鏡
の
形
式
系
譜
諸
説
」
『
東
京
国
立
博
物
館

　
紀
要
撫
綿
弟
六
篇
万

西
田
守
夫
　
～
九
九
王
「
三
角
縁
対
置
式
系
神
獣
鏡
の
図
絞
」
『
国
立
歴
史
艮
俗
博

　
物
館
研
究
報
告
㎞
第
五
五
集

西
村
俊
範
　
一
九
八
三
「
双
頭
龍
文
鏡
（
位
至
三
公
鏡
）
の
系
譜
と
性
格
扁
『
史
林
臨

　
基
山
ハ
山
ハ
巻
職
服
一
剛
万

林
巳
奈
夫
　
㏄
九
七
三
「
漢
鏡
の
圓
柄
二
、
三
に
つ
い
て
」
噸
東
方
學
報
』
第
四
四

　
冊
　
　
（
＊
）

林
巳
奈
夫
　
一
九
七
八
「
朝
煙
の
墨
柄
二
、
三
に
つ
い
て
（
績
）
」
『
東
方
學
報
繍
第

　
五
〇
冊
　
　
（
＊
）

原
田
三
静
　
～
九
九
五
「
後
漢
の
紀
年
鏡
に
つ
い
て
」
『
考
吉
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
王

　
八
八
号

原
田
三
欝
　
一
九
九
七
「
永
康
元
年
鏡
の
特
徴
と
そ
の
製
作
背
景
」
明
立
命
館
大
学

　
考
古
学
論
集
－
嚥

萢
曄
　
　
『
後
漢
書
撫
中
華
書
局

樋
口
隆
康
　
一
九
五
三
「
中
国
古
鏡
銘
文
の
類
別
的
研
究
」
噸
東
方
学
触
七
（
＊
＊
）

樋
口
隆
康
　
一
九
六
〇
「
画
文
帯
神
獣
鏡
と
古
墳
文
化
扁
『
史
林
』
第
四
三
巻
第
五

　
号
（
＊
＊
）

樋
口
隆
簾
　
一
九
七
九
開
古
鏡
輪
新
潮
社

樋
口
隆
康
編
　
～
九
九
〇
『
鏡
鑑
㎞
泉
屋
博
古
館
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鵜
其
籏
画
賛
　
一
九
八
二
『
中
国
歴
史
地
図
集
蝕
第
二
偲
・
第
三
冊
　
地
図
出
版

　
社
編
永
伸
哉
　
～
九
九
｝
「
三
角
縁
神
獣
鏡
の
系
譜
と
性
格
扁
魍
考
古
学
研
究
腕
第
三

　
入
巻
一
号

福
永
伸
哉
　
一
九
九
二
「
規
矩
鏡
に
お
け
る
特
異
な
一
群
－
三
角
縁
神
獣
鏡
と
の

　
関
連
を
め
ぐ
っ
て
…
一
」
『
究
班
』
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
十
五
周
年
記
念
論
文
集

福
永
伸
哉
　
一
九
九
四
門
魏
の
紀
年
鏡
と
そ
の
周
辺
」
㎎
弥
生
文
化
博
物
館
研
究
報

　
告
隔
第
三
集

福
永
伸
哉
　
一
九
九
八
門
華
北
東
部
地
域
の
三
国
時
代
の
銅
鏡
」
一
髪
ア
ジ
ア
の
古

　
代
文
化
隔
九
七
号

福
永
伸
哉
　
一
九
九
九
「
青
龍
王
年
鏡
と
顔
氏
の
鏡
作
り
」
『
邪
馬
台
團
と
安
満
宮

　
山
古
墳
輪

藤
丸
詔
八
郎
　
一
九
八
二
「
斜
格
規
矩
神
鏡
の
研
究
」
『
考
古
学
論
考
臨
小
林
行
雄

　
博
士
古
稀
記
念
論
文
舟

方
詩
銘
　
一
九
八
二
門
従
出
土
文
物
看
漢
代
”
工
宮
”
的
～
些
問
題
」
『
上
海
博
物

　
館
集
落
謡
－
建
館
三
十
周
年
特
輯
（
総
二
期
）

森
下
章
司
　
｝
九
九
八
「
古
墳
時
代
前
期
の
年
代
試
論
」
欄
古
代
輪
第
一
〇
五
号

娩
高
悟
　
｝
九
八
九
「
湖
北
河
陽
出
土
的
鴬
色
銅
盤
」
糊
文
物
隔
一
九
八
九
年
五
期

梁
上
椿
　
一
九
四
～
『
巌
窟
蔵
鏡
塩
同
朋
舎
（
田
中
琢
・
岡
村
秀
典
訳
）

　
　
　
　
＊
”
『
孟
子
の
神
々
魅
～
九
九
二
に
再
録

＊
＊
”
開
展
望
東
ア
ジ
ア
の
考
古
学
㎞
一
九
八
三
に
再
録

謝
辞
本
稿
は
京
都
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
｝
九
九
八
年
度
修
士
論
文
「
後
漢
・
三
国
時

代
に
お
け
る
作
平
系
譜
扁
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
修
士
論
文
作
成
の
お
り
か
ら
上
原
真
入
先
生
、
山
中
｝
郎
先
生
、
岡
村
秀
典
先

生
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
樋
口
隆
康
先
生
、
溌
墨
秀
典
先
生
に
は
、

ご
所
蔵
の
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
多
大
な
る
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
小
野
山
節
先
生
、
森
下
章
司
氏
、
伊
藤
淳
史
氏
を
は
じ
め
、
京
都
大

学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
、
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
日

頃
よ
り
、
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
国
で
は
、
現
地
で
の
調
査
に
際

し
て
、
中
国
歴
史
博
物
館
の
孔
祥
星
氏
や
漸
江
省
社
会
科
学
院
の
林
華
東
氏
よ
り
多

大
な
る
ご
助
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
調
査
に
際
し
て
は
、
左
記
の
機

関
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
、
大
阪
府
立
弥
生
文
化

博
物
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
里
…
川
古
文
化
研
究
所
、
泉
屡
博
古
館
、
天
理
大
学
付

属
天
理
参
考
館
、
油
鼠
美
術
館
（
五
十
音
素
）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
手
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Trends　in　Schools　of　Mirrors　with　Deities　and　Sacred　Animals

by

UENO　Yoshifumi

　　Mirrors　With　figures　of　deities　and　sacred　a曲na至s（神獣鏡）are　essential　rekcs

for　the　research　of　ancient　East　Asia　in　the　2nd　aRd　3rd　centuries．　The　mirror

have　been　used　from　the　standpoint　of　chronological　study　of　mirrors　in　general　or

burial　mounds　（古墳）．　Studies　have　progressed　iii　the　chroRolog圭cal　aspect，　but

few　studies　have　examined　the　schools　of　mirror－making　from　the　standpoint　of

Chinese　archaeology．　The　typological　classification　has　estabfished　tlte　spechic

styles　of　Han　m紅ors．　Using　this　Inethod，　the　schools　of血or－mak　lng　W姐be

c｝arined．

　　In　tiiis　paper，　1　analyzed　four　types　of　mirrors：　1）　the　style　with　ring－like　nipples

（環状乳）；2）the　contraposition　sty正es（対置式）；3）the　unid｛rectional　sty里es（

回向式）；and　4）the　style　arranged　i1　b難ateral　rows（重　り）．

　　1　have　used　common　design　units　（attributes），　combined　some　types　based　on

typological　classdication，　and　considered　distribution　and　the　maker’s　names　on

them．

　　The　groups　identhied　through　the　process　are　to　be　called　“schools”．　By　the

aRalysis　1　found　five　major　schools　based　on　particular　region：　1）　the　school　of

Guang－Han　district（広漢君孫）；2）of　eastem　North　Ch血a；3）of　western　North

China；4）of　mddle　basin　of　Q玉antang　Jiang蜘er（銭塘江系）．　Each　scltool　has　ori－

ginal　applications　of　desigr｝　units，　such　as　the　location　of　deities　and　sacred　amm－

als，　inscriptions，　geological　designs　on　the　mirror　edge，　and　so　on．　Manufacture

of　the　m血・or　began　with　the　school　of　Guang－Han　district．　As　time　goes　by，　the

school　of　eastern　North　China　and　of　the　basin　of　Qiantang　Jiang　rever　becoame

the　ceRter　of　manufacture．　After　that　time，　the　school　of　basin　of　Qiantang　Jiang

river　and　of　middle　basin　of　Changiiang　river　took　over．　Stimulating　each　otlter，

they　developed　rnirror　productioR．　The　design　units　peculiar　to　the　schools　make

c｝ear　the　differeces　between　regions　and　the　special　features　of　the　tme，　thereby

clearly　showing　the　dynamism　of　mirror　production．
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